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【山口観光コンベンション協会】
所在地／山口市惣太夫町2-1（山口駅2階）

TEL／083-933-0088
FAX／083-933-0089

Eメール／info@yamaguchi-city.jp

【山口観光コンベンション協会 秋穂支部】
所在地／山口市秋穂東6570番地

TEL／083-984-3741

【山口観光コンベンション協会 徳地支部】
所在地／山口市徳地八坂652
TEL／080-2916-8878

Eメール／tokudi2005@yahoo.co.jp
http://www.tokudi-kankou.jp/

【NPOあとう】
所在地／山口市阿東徳佐中3628

TEL／083-956-2526
FAX／083-956-2527

Eメール／npo-ato@c-able.ne.jp
http://www.ato-kankou.org/

【湯田温泉旅館協同組合】
所在地／山口市湯田温泉6-6-53

TEL／083-920-3000
Eメール／yudaspa@c-able.ne.jp
http://www.yudaonsen.com/

【山口市観光交流課】
所在地／山口市亀山町2-1
TEL／083-934-2810
FAX／083-934-2649

Eメール／kanko@city.yamaguchi.lg.jp
https://www.city.yamaguchi.lg.jp/

山口市観光情報サイト 西の京やまぐち

 http://yamaguchi-city. jp/

湯 田温泉のことなら 湯田温泉　狐の足あと

 http://www.yuda-onsen. jp/

【新山口駅観光交流センター】
所在地／山口市小郡令和1丁目2-6

営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休
TEL／083-902-0037

【新山口駅南口観光案内所】
所在地／山口市小郡令和1丁目2-1
（新山口駅新幹線口2階）
営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休
TEL／083-972-6373

【山口観光案内所】
所在地／山口市惣太夫町2-1

（山口駅1階）
営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休

TEL・FAX／083-933-0090

【湯田温泉観光案内所】
所在地／山口市湯田温泉2丁目1-23

営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休
TEL／083-901-0150
FAX／083-901-0151

【香山公園前観光案内所】
所在地／山口市香山町6-11
営業時間／9：00～18：00
休業日／ 年中無休
TEL／083-934-6630
FAX／083-934-6629

湯田温泉観光回遊拠点施設
【狐の足あと】

所在地／山口市湯田温泉2-1-3
営業時間／8：00～22：00
休業日／ 年中無休
TEL／083-921-8818



料金等については2024年10月
時点のものです。



料金等については2024年10月
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／
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）

新名物の
飲む外郎

散策の途中で
ひやしあめや飲む外郎、
ソフトクリームなど、
甘味を食べて
ひと休み。

桧

嘉吉２年（1442年）、26
代・大内盛見が兄・義弘の
供養塔として建立。上層ほ
ど塔身が細くなるすらりとし
た立ち姿と、桧皮葺屋根の
伸びやかな反りが美しく、日
本三名塔の一つに数えら
れています。全国に数多い
五重塔の中でも桧皮葺は
４基のみで、三名塔では唯
一の桧皮葺です。日没～22
時までライトアップされます。

（令和８年3月まで改修中）

（月曜日が祝日の場合は開館、
翌平日が休館）
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明治10年（1877年）に料亭として
創業し、山口県出身の政治家や文
人らが利用してきた「菜香亭」。平
成８年に料亭としての幕を閉じまし
たが、文化交流施設として平成16
年に移築復元されました。

大広間で
お抹茶体験も
楽しめる。

建永元年（1206年）、18代
大内満盛が創建した臨済宗
の寺。弘治３年（1557年）に
現在の地に再建されました。
本堂は室町時代の代表的な
寺院建築として、国の重要文
化財に指定されています。

龍福寺がある場所には
かつて大内氏の館があり、

大内氏はここで政務をとりました。
龍福寺周辺には、復元整備された

枯山水庭園、西門、池泉庭園、土塁があり、
当時の雰囲気を感じることができます。

高嶺城（こうのみねじょう）と
ともに続日本100名城に

選ばれました。

平成23年に屋根が
桟瓦葺から桧皮葺に
リニューアル。

美しい桧皮葺に注目。

県内唯一の桧皮葺師が
代表を務める「ひわだや」が
オープンした施設。

工場見学やフラフト体験等で
その魅力を間近で体感する

ことができます。

「ひわだ
や」

大
内
氏
遺
跡
築
山
跡

八坂神社は、応安２
年（1369年）、24代
大内弘世が京都から
勧請しました。永正
17年（1520年）に
30代大内義興が社
殿を新築しましたが、
現在の本殿はその当
時のもの。本殿にある
変化に富んだ13個
の蟇股（かえるまた）
は、室町時代の特色
が出ています。

文亀3年（1503年）、
30代大内義興が建
造したのが今の社殿と
言われています。楼
門、拝殿、本殿までを
一直線上に連結させ
る構造で、山口地方に
多く見られる様式。楼
門、拝殿、本殿ともに
国の重要文化財に指
定されています。

営業時間／
10：00～17：00
定休日／
火曜日・盆・年末年始
TEL／083・920・9220

古い町屋を改修した休
憩スポット。チョット聞き
たい周辺の情報を提供
しています。

古くからの町並みが残る竪小路は、
萩往還として参勤交代の
御成道にもなりました。

昔ながらの町屋を利用した個性的なショップや
カフェも点在しているので、

のんびりと散策を楽しんではいかがですか。

周辺のお店マップは

で検索してみて下さい。
大路ロビー  おさんぽMAP

一の
坂川
・

竪小
路界
隈を

散策

雪舟が明（中国）から帰国した後、
創作活動を行ったといわれるアトリ
エをイメージする茅葺き建物があり
ます。代表作「山水長巻」もここで
描かれたといわれています。
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あ
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1867年、討幕の勅
命が下り、品川弥
二郎は京都西陣で
材料を購入し、藩の
養蚕所の一室でひ
そかに御旗の製作
にあたりました。ここ
で製作された錦の
御旗が、鳥羽伏見
の戦において官軍
の陣頭に立てられま
した。
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ら
れ
ま
し
た
。当
初
の
聖
堂
は
平
成

3
年
に
焼
失
し
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が
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に
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。真
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新
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53
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た
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さ
ん
の
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テ
ン
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グ
ラ
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施
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イ
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オ

ル
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。
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中
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以
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0
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中
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休（
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時
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維新志士ゆかりの資料の展示や、プロジェク
ションマッピングで山口市の幕末・明治維新に
ついて楽しく学べます。敷地内には市指定史
跡「十朋亭」の他、「杉私塾」、「萬代家主屋」
などの建物もあり、自由に見学できます。
開館時間／9：00～17：00
休館日／火曜日（祝日の場合は祝日でない翌日）・
年末年始（12月29日～1月3日）
入館料／無料　※本館展示室のみ有料、大人
（高校生以上）200円・小人（小中学生）100円
TEL／083・902・1688

十
朋
亭

維
新
館

じ   

っ

ぽ

　う

て

　い

い

し

　ん

か

　ん

十朋亭には
久坂玄瑞も滞在
していました。

久坂玄瑞など
志士の衣装の

コスプレも楽しめます。
（有料）

やまぐち
維新さんぽ

古い造り酒屋を保存整備した「まなび
館」では、市内の伝統工業品大内塗、
山口萩焼、徳地和紙の作品を展示。隣
接する「たくみ館」では、大内塗製作の
見学や大内塗箸づくり体験ができます。
「みやび館」は、明治24年（1891年）に
建てられた民家・旧美祢邸を移築・再現
したもので、自由に観覧できます。

五重塔コース
もオススメ!!
（前ページ）

八坂神社境内一帯には、
28代大内教弘が築いた
築山館がありました。
築山館の地は、

教弘が亡くなった後は、
教弘を鎮魂する場と
なりました。
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０
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築
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ら
れ
て
い
ま
す
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・
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・

北
の
三
方
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に
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た
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側
に
滝
、

中
央
に
池
を
設
け
、周
囲
に
は
庭
石
を
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し

て
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ま
す
。雪
舟
の
山
水
画
そ
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ま
の
名
園
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

観覧時間／9：00～17：00
休館日／火曜日（祝日の場合は祝日で
ない翌日）・年末年始（12/29～1/3）
入館料／大人（高校生以上）100円、
小人（小中学生）50円
駐車場／70台（無料）
TEL／083・934・3312
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門、拝殿、本殿までを
一直線上に連結させ
る構造で、山口地方に
多く見られる様式。楼
門、拝殿、本殿ともに
国の重要文化財に指
定されています。

営業時間／
10：00～17：00
定休日／
火曜日・盆・年末年始
TEL／083・920・9220

古い町屋を改修した休
憩スポット。チョット聞き
たい周辺の情報を提供
しています。

古くからの町並みが残る竪小路は、
萩往還として参勤交代の
御成道にもなりました。

昔ながらの町屋を利用した個性的なショップや
カフェも点在しているので、

のんびりと散策を楽しんではいかがですか。

周辺のお店マップは

で検索してみて下さい。
大路ロビー  おさんぽMAP

一の
坂川
・

竪小
路界
隈を

散策

雪舟が明（中国）から帰国した後、
創作活動を行ったといわれるアトリ
エをイメージする茅葺き建物があり
ます。代表作「山水長巻」もここで
描かれたといわれています。

錦
の
御
旗
製
作
所
跡

に
し
き

　
　
　
み

　
は
た

せ
い 

 

さ
く 

 

じ
ょ

あ
と

1867年、討幕の勅
命が下り、品川弥
二郎は京都西陣で
材料を購入し、藩の
養蚕所の一室でひ
そかに御旗の製作
にあたりました。ここ
で製作された錦の
御旗が、鳥羽伏見
の戦において官軍
の陣頭に立てられま
した。

小
学
生
以
下
無
料（
身
体
障
害
者
の
方
は
半
額
）

﹇
M
A
P
：
P
19
﹈

10

11山
口
サ
ビ
エ
ル

記
念
聖
堂

ザ
ビ
エ
ル
が
山
口
を
訪
れ
て
か
ら
4
0
0
年
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当
初
の
聖
堂
は
平
成

3
年
に
焼
失
し
ま
し
た
が
、平
成
10
年
に
現
在
の

姿
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。真
っ
白
な
屋
根
が
建
物

全
体
を
覆
う
三
角
錐
の
形
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

で
、高
さ
53
メ
ー
ト
ル
の
2
本
の
塔
は
遠
く
か
ら

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。礼
拝
堂
内
部
に
は
た

く
さ
ん
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
施
さ
れ
、パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

拝
館
時
間
／
10
時
〜
16
時

拝
観
料
／
大
人（
中
学
生
以
上
）2
0
0
円・

小
学
生
1
0
0
円

休
館
日
／
年
中
無
休（
臨
時
休
館
あ
り
）　

﹇
M
A
P
：
P
19
﹈

﹇
M
A
P
：
P
19
﹈

維新志士ゆかりの資料の展示や、プロジェク
ションマッピングで山口市の幕末・明治維新に
ついて楽しく学べます。敷地内には市指定史
跡「十朋亭」の他、「杉私塾」、「萬代家主屋」
などの建物もあり、自由に見学できます。
開館時間／9：00～17：00
休館日／火曜日（祝日の場合は祝日でない翌日）・
年末年始（12月29日～1月3日）
入館料／無料　※本館展示室のみ有料、大人
（高校生以上）200円・小人（小中学生）100円
TEL／083・902・1688

十
朋
亭

維
新
館

じ   

っ

ぽ

　う

て

　い

い

し

　ん

か

　ん

十朋亭には
久坂玄瑞も滞在
していました。

久坂玄瑞など
志士の衣装の

コスプレも楽しめます。
（有料）

やまぐち
維新さんぽ

古い造り酒屋を保存整備した「まなび
館」では、市内の伝統工業品大内塗、
山口萩焼、徳地和紙の作品を展示。隣
接する「たくみ館」では、大内塗製作の
見学や大内塗箸づくり体験ができます。
「みやび館」は、明治24年（1891年）に
建てられた民家・旧美祢邸を移築・再現
したもので、自由に観覧できます。

五重塔コース
もオススメ!!
（前ページ）

八坂神社境内一帯には、
28代大内教弘が築いた
築山館がありました。
築山館の地は、

教弘が亡くなった後は、
教弘を鎮魂する場と
なりました。

雲
谷
庵
跡

【
市
指
定
史
跡
】

３
０
0
円

５
０
0
円

４
０
0
円

６
０
0
円

約
5
0
0
年
前
、29
代
大
内
政
弘
が
雪
舟
に
築

庭
さ
せ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。東
・
西
・

北
の
三
方
を
林
に
囲
ま
れ
た
庭
で
、北
側
に
滝
、

中
央
に
池
を
設
け
、周
囲
に
は
庭
石
を
配
置
し

て
い
ま
す
。雪
舟
の
山
水
画
そ
の
ま
ま
の
名
園
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

観覧時間／9：00～17：00
休館日／火曜日（祝日の場合は祝日で
ない翌日）・年末年始（12/29～1/3）
入館料／大人（高校生以上）100円、
小人（小中学生）50円
駐車場／70台（無料）
TEL／083・934・3312

着
物
体
験

0506
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通
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山
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湯
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小
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湯
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局

〒

一
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雅

常
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ス
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ホ
テ
ル

狐の足あと

松
田
屋
ホ
テ
ル

K
K
R

あ
さ
く
ら

山
水
園

セ
ン
ト
コ
ア
山
口

防
長
苑

ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン

山
口
湯
田
温
泉

萩
山
口

信
用
金
庫

ユ
ウ
ベ
ル

ホ
テ
ル
松
政

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

う
え
の

中
原
中
也
記
念
館
駐
車
場

狐
の
足
あ
と

ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル

喜
良
久

梅
乃
屋

ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル

富
士
の
家

グ
リ
ー
ン
リ
ッ
チ
ホ
テ
ル

湯
田

自
動
車
学
校

←小郡IC 萩・津和野→

山口市街→

湯の町街道（県道204号）

大
学
通
り

01

03

00

02

B

G C

D

E

F

A

P

何
遠
亭
跡

00

常
時
、観
光
案
内
と
旅
館
案
内
の
ス
タ
ッ
フ
が
在

駐
。市
内
観
光
か
ら
宿
の
こ
と
ま
で
情
報
収
集
で
き

ま
す
。湯
田
温
泉
の
散
策
は
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
。

営
業
時
間
／
9
時
〜
18
時

休
業
日
／
年
中
無
休

駐
車
場
／
3
台（
う
ち
、身
障
者
用
1
台
）

T
E
L
／
0
8
3・9
0
1・0
1
5
0

湯
田
温
泉
観
光
案
内
所
で

情
報
収
集

1110 09

電動アシスト
自転車もあります。

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時

利
用
料
金
／

普
通
自
転
車（
4
時
間
以
内
）6
0
0
円

（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス
1
0
0
円
）

電
動
自
転
車（
4
時
間
以
内
）1
0
0
0
円

（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス
2
0
0
円
）

台
数
／

普
通
自
転
車
８
台
／
電
動
自
転
車
5
台

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

あ
り
ま
す
！

自転車もあります。

6
0
0
円

詩人・中原中也の生誕地に建つ記念館。常
設展示のほか、テーマ展示、企画展、特別企
画展として年数回の展示替えを行っていま
す。中也の草稿、日記、書簡等の資料を通し
て、中也の世界に触れることができます。
開館時間／5月～10月 9：00～18：00（入館は
17：30まで）11月～4月 9：00～17：00（入館は
16：30まで）
休館日／月曜日（祝日の場合は翌日）・毎月最終
火曜日・年末年始（12/29～1/3）
※その他、臨時休館あり
入場料／一般330円、学生220円、70歳以上・
18歳以下無料
駐車場／中也記念館・狐の足あと専用駐車場
TEL／083・932・6430

中
原
中
也
記
念
館

な
か

は
ら

ち
ゅ
う  

や

き  

ね
ん  

か
ん

幕末から明治にかけて活躍した
井上馨の生誕地で、園内には
井上馨の銅像や七卿の碑、中
原中也の詩碑、種田山頭火の
句碑、足湯があります。

井
上
公
園

い
の

う
え

こ
う

え
ん

湯田温泉街にある7カ所の泉
源の一つで、湯が毎分最大
270リットルも湧き出る様子が
見られる「受湯槽」や自然石
を利用した「飲泉場」、天然温
泉の湯気と香りが体感できる
「湯の川」などがあります。高さ
約7.9mの櫓が夜にはライト
アップされ、湯田温泉のシンボ
ルとして親しまれています。

温
泉
舎

ゆ  

の    

や

湯田温泉の源泉って
どんな味でしょうか？
 お試しあれ。

飲泉
場

明治40年（1907）、
山口市湯田温泉に生まれました。
30歳という短い生涯を詩に捧げ、
350篇以上もの詩を残しました。

死後、年とともに作品の
評価が高まり、今では日本の
近代文学を代表する

抒情詩人に挙げられます。

中原
中也

ゆ
う
太
を
探
せ
！

湯
田
温
泉
に
は
至
る
と
こ
ろ
に
白
狐
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

湯
田
温
泉
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
ゆ
う
太
」が
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ゆ
う
太
を
見
つ
け
て
み
よ
う
！

湯
田
温
泉

マ
ン
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
よ
う
！

白
狐
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
、

山
頭
火
の
句
が
入
っ
た
も
の
…
、

湯
田
温
泉
に
ま
つ
わ
る

楽
し
い
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が

あ
ち
こ
ち
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

散
策
し
な
が
ら
探
し
て
み
よ
う
！

湯の町通りの
 各店舗にいます。
手に持っているものを
見比べてみよう。

タオル生地の
 巨大ゆう太。

中原中也詩碑（錦川通り）
「童謡」
しののめの よるのうみにて 汽笛鳴る。
こころよ 起きよ 目を醒ませ。
しののめの よるのうみにて 汽笛鳴る。
象の目玉の 汽笛鳴る。

種田山頭火句碑
（錦川通り）

「ちんぽこもおそそも湧いてあふれる湯」

七卿の碑（井上公園）
幕末、井上家の離れ「何遠亭」に一時
身を寄せていた三条実美ら七卿らの志
は実現し、明治の新政府が樹立。この碑
は、七卿の遺跡を記念するため建立され
ました。

中原中也詩碑（井上公園）
「帰郷」
これが私の故里だ
さやかに風も吹いてゐる
あゝ  おまへはなにをして来たのだと……
吹き来る風が私に云ふ

種田山頭火句碑
（井上公園）

「ほろほろ酔うてこの葉ふる」

周布政之助の墓・碑
（周布町）

幕末動乱期に長州藩の重臣として藩政
に尽くした周布政之助。その偉勲を永久
に伝えるため、自刃の地の近くに碑が建
てられました。また、近くに墓もあります。

湯田温泉観光案内所前 利用時間╱9：00～22：00
県道沿いにあり、分かりやすい場所です。観光客がよく利用するようです。

湯の香通り利用時間╱10：00～22：00
路地にあるため、落ち着いた雰囲気でゆったりと過ごせます。

湯の町通り利用時間╱10：00～22：00
飲食店街の中央に位置し、便利な立地です。

サンフレッシュ山口  利用時間╱9：00～20：00
駐車場が多いので車で来る方には利用しやすい場所です。

井上公園  利用時間╱10：00～22：00
井上公園の中にあるので、広 と々した開放感のある足湯です。

湯田温泉駅前  利用時間╱10：00～22：00
山口線を行き来する列車を見ながら、足湯をどうぞ。

狐の足あと 利用時間╱8：00～22：00
屋内と屋外に足湯があり、音楽や灯りによる演出も実施。
足湯使用料は、大人200円、小・中学生100円、未就学児無料。

湯田温泉には気軽に利用できる足湯が7箇所あります。
散策で疲れた足を癒してください。

A

D

E

B

F

C

G

ゆう太・ゆう子タオル
1枚200円
湯田温泉観光
 案内所で販売。

あたたかい
お湯が出てるよ。

丸くなる姿が
 かわいいゆう太。

凛々しい
ゆう太。
キリッ。

写真提供：
中原中也記念館

01

02

03

高さ1.2mの石から
流れ出る温泉を
ぐい呑みで
飲んでみよう。

飲泉
場

維新
の湯

何遠
亭跡かえん
てい

幕末、湯田温泉では、
高杉晋作、木戸孝允、西郷隆盛、

大久保利通、伊藤博文、大村益次郎、
山県有朋、井上馨、坂本龍馬らが、
しばしば会合し、倒幕・王政復古の

密議をしたそうです。
そのときに入浴使用したといわれる
「維新の湯」が湯田温泉の
ホテルに残っています。

湯の香足湯

観
光
篇

幕末、尊皇攘夷派の
三条実美ら七人の公卿が

幕府に退京を命じられました。
毛利敬親公はこれを迎え、

井上家（現・井上公園）を増築して
住まわせました。

その建物は「何遠亭」と
呼ばれました。

明治維新に関連した史跡。
維新マーク

錦川通りは川だった！

かつては錦川という川でしたが、
水害が多く、昭和45年に
暗渠になってしまいました。

柳の木、カーブする道路を見ると、
なんとなく川の風情が
伝わりませんか？

マ
ン
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
よ
う
！

駅前ゆう太
湯田温泉駅を降りると、

見上げるほどの巨大な白狐・
ゆう太がお出迎え。

高さ何メートルでしょう？

飲泉場で使える
 ぐい呑みを販売。
ペア（２個）
400円

開運
飲泉

ぐい呑
み

飲泉場で使える
 ぐい呑みを販売。
ペア（２個）
400円

湯の川

全長約13.4mの
温泉が流れる川。

天然温泉の湯気と香りを
体感できる新しい
スポットです。

答え： 8メートル

 案内所で販売。

郵便ポスト
になった
ゆう太。

カ
リ
エ
ン
テ
山
口

田
湯
々
昔

山
現
権

麓

寺

小

池

池

傷
晩
毎

狐
白

足

子
様

見

寺

尚
和

議
思
不

思

池

水

温

池

深

掘

湯

湧

来
如
師
薬

像
金

像
仏

堂

置
安

像
仏

拝

浴
入

病
難

治

狐
白
「

」
湯

判
評

地
泉
温

説
伝
狐
白
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01
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00
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B
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D

E

F
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亭
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00

常
時
、観
光
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内
と
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館
案
内
の
ス
タ
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フ
が
在

駐
。市
内
観
光
か
ら
宿
の
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で
情
報
収
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き

ま
す
。湯
田
温
泉
の
散
策
は
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
。

営
業
時
間
／
9
時
〜
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時

休
業
日
／
年
中
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休

駐
車
場
／
3
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う
ち
、身
障
者
用
1
台
）

T
E
L
／
0
8
3・9
0
1・0
1
5
0

湯
田
温
泉
観
光
案
内
所
で

情
報
収
集
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電動アシスト
自転車もあります。

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時

利
用
料
金
／

普
通
自
転
車（
4
時
間
以
内
）6
0
0
円

（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス
1
0
0
円
）

電
動
自
転
車（
4
時
間
以
内
）1
0
0
0
円

（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス
2
0
0
円
）

台
数
／

普
通
自
転
車
８
台
／
電
動
自
転
車
5
台

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

あ
り
ま
す
！

自転車もあります。

6
0
0
円

詩人・中原中也の生誕地に建つ記念館。常
設展示のほか、テーマ展示、企画展、特別企
画展として年数回の展示替えを行っていま
す。中也の草稿、日記、書簡等の資料を通し
て、中也の世界に触れることができます。
開館時間／5月～10月 9：00～18：00（入館は
17：30まで）11月～4月 9：00～17：00（入館は
16：30まで）
休館日／月曜日（祝日の場合は翌日）・毎月最終
火曜日・年末年始（12/29～1/3）
※その他、臨時休館あり
入場料／一般330円、学生220円、70歳以上・
18歳以下無料
駐車場／中也記念館・狐の足あと専用駐車場
TEL／083・932・6430

中
原
中
也
記
念
館

な
か

は
ら

ち
ゅ
う  

や

き  

ね
ん  

か
ん

幕末から明治にかけて活躍した
井上馨の生誕地で、園内には
井上馨の銅像や七卿の碑、中
原中也の詩碑、種田山頭火の
句碑、足湯があります。

井
上
公
園

い
の

う
え

こ
う

え
ん

湯田温泉街にある7カ所の泉
源の一つで、湯が毎分最大
270リットルも湧き出る様子が
見られる「受湯槽」や自然石
を利用した「飲泉場」、天然温
泉の湯気と香りが体感できる
「湯の川」などがあります。高さ
約7.9mの櫓が夜にはライト
アップされ、湯田温泉のシンボ
ルとして親しまれています。

温
泉
舎

ゆ  

の    

や

湯田温泉の源泉って
どんな味でしょうか？
 お試しあれ。

飲泉
場

明治40年（1907）、
山口市湯田温泉に生まれました。
30歳という短い生涯を詩に捧げ、
350篇以上もの詩を残しました。

死後、年とともに作品の
評価が高まり、今では日本の
近代文学を代表する

抒情詩人に挙げられます。

中原
中也

ゆ
う
太
を
探
せ
！

湯
田
温
泉
に
は
至
る
と
こ
ろ
に
白
狐
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

湯
田
温
泉
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
ゆ
う
太
」が
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ゆ
う
太
を
見
つ
け
て
み
よ
う
！

湯
田
温
泉

マ
ン
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
よ
う
！

白
狐
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
、

山
頭
火
の
句
が
入
っ
た
も
の
…
、

湯
田
温
泉
に
ま
つ
わ
る

楽
し
い
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が

あ
ち
こ
ち
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

散
策
し
な
が
ら
探
し
て
み
よ
う
！

湯の町通りの
 各店舗にいます。
手に持っているものを
見比べてみよう。

タオル生地の
 巨大ゆう太。

中原中也詩碑（錦川通り）
「童謡」
しののめの よるのうみにて 汽笛鳴る。
こころよ 起きよ 目を醒ませ。
しののめの よるのうみにて 汽笛鳴る。
象の目玉の 汽笛鳴る。

種田山頭火句碑
（錦川通り）

「ちんぽこもおそそも湧いてあふれる湯」

七卿の碑（井上公園）
幕末、井上家の離れ「何遠亭」に一時
身を寄せていた三条実美ら七卿らの志
は実現し、明治の新政府が樹立。この碑
は、七卿の遺跡を記念するため建立され
ました。

中原中也詩碑（井上公園）
「帰郷」
これが私の故里だ
さやかに風も吹いてゐる
あゝ  おまへはなにをして来たのだと……
吹き来る風が私に云ふ

種田山頭火句碑
（井上公園）

「ほろほろ酔うてこの葉ふる」

周布政之助の墓・碑
（周布町）

幕末動乱期に長州藩の重臣として藩政
に尽くした周布政之助。その偉勲を永久
に伝えるため、自刃の地の近くに碑が建
てられました。また、近くに墓もあります。

湯田温泉観光案内所前 利用時間╱9：00～22：00
県道沿いにあり、分かりやすい場所です。観光客がよく利用するようです。

湯の香通り利用時間╱10：00～22：00
路地にあるため、落ち着いた雰囲気でゆったりと過ごせます。

湯の町通り利用時間╱10：00～22：00
飲食店街の中央に位置し、便利な立地です。
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駐車場が多いので車で来る方には利用しやすい場所です。
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屋内と屋外に足湯があり、音楽や灯りによる演出も実施。
足湯使用料は、大人200円、小・中学生100円、未就学児無料。

湯田温泉には気軽に利用できる足湯が7箇所あります。
散策で疲れた足を癒してください。
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ゆう太・ゆう子タオル
1枚200円
湯田温泉観光
 案内所で販売。

あたたかい
お湯が出てるよ。

丸くなる姿が
 かわいいゆう太。

凛々しい
ゆう太。
キリッ。

写真提供：
中原中也記念館

01

02

03

高さ1.2mの石から
流れ出る温泉を
ぐい呑みで
飲んでみよう。

飲泉
場

維新
の湯

何遠
亭跡かえん
てい

幕末、湯田温泉では、
高杉晋作、木戸孝允、西郷隆盛、

大久保利通、伊藤博文、大村益次郎、
山県有朋、井上馨、坂本龍馬らが、
しばしば会合し、倒幕・王政復古の

密議をしたそうです。
そのときに入浴使用したといわれる
「維新の湯」が湯田温泉の
ホテルに残っています。

湯の香足湯

観
光
篇
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幕府に退京を命じられました。
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伝わりませんか？

マ
ン
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
よ
う
！

駅前ゆう太
湯田温泉駅を降りると、

見上げるほどの巨大な白狐・
ゆう太がお出迎え。
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飲泉

ぐい呑
み
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 ぐい呑みを販売。
ペア（２個）
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湯の川

全長約13.4mの
温泉が流れる川。

天然温泉の湯気と香りを
体感できる新しい
スポットです。

答え： 8メートル

 案内所で販売。

郵便ポスト
になった
ゆう太。
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地
泉
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1112 （地福駅・仁保駅については新山口駅行は止まらず通過）

新
山
口
を
出
発
し
、湯
田
温
泉
、山
口
、

長
門
峡
、そ
し
て
、山
陰
の
小
京
都
・
津

和
野
ま
で
、62
・
9
k
m
を
約
2
時
間
か

け
て
走
る
S
L
や
ま
ぐ
ち
号
。か
つ
て
、

全
国
の
蒸
気
機
関
車
が
廃
止
さ
れ
る

中
、昭
和
48
年
10
月
、山
口
線
か
ら
も

S
L
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。そ
の
後
、多

く
の
S
L
フ
ァ
ン
や
地
元
を
中
心
に

S
L
復
活
へ
の
気
運
が
高
ま
り
、昭
和
54

年
8
月
、山
口
線
に
S
L
が
復
活
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。多
く
の
人
々
を
乗
せ

て
山
口
線
を
駆
け
抜
け
て
い
ま
す
。

運
行
区
間
／

新
山
口
駅
〜
津
和
野
駅（
1
日
1
往
復
）

運
転
日
／

主
に
土
・
日
・
祝

（
運
転
日
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

「
S
L
や
ま
ぐ
ち
号
運
行
カ
レ
ン
ダ
ー

https://w
w
w
.c571.jp/

schedule/calendar.htm
l

」）

全
席
指
定
／

乗
車
券
の
ほ
か
に
座
席
指
定
券
が
必
要
。

乗
車
1
ヵ
月
前
の
10
時
か
ら
主
な
J
R
の
み
ど
り
の

窓
口・旅
行
会
社
で
購
入
可
能
。

山
口
線
の
新
山
口
駅
か
ら
津
和
野
駅
ま
で
を
走
る
S
L
や
ま
ぐ
ち
号
。

「
貴
婦
人
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
蒸
気
機
関
車「
C
5
7
」や

「
デ
ゴ
イ
チ
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る「
Ｄ
５
１
」に
乗
っ
て
、

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
漂
う
鉄
道
の
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

SLやまぐち号の各停車駅
にはレトロな駅名看板！ 開
業当時に使われていた木
製の駅名看板です。

仁保～篠目間の峠越
えは、SLやまぐち号に
とって難所。1000分
の25の連続する急勾
配を力強く進んでいき
ます。

SLやまぐち号の
終着駅である津和野駅。
到着したSLは、

構内の転車台で向きを変え、
復路の運行の準備を始めます。
自由に見学できる広場があるので、

作業風景をじっくり
 見ることができます。

S
L

や
ま
ぐ
ち
号

S
L
や
ま
ぐ
ち
号

で
行
く

DL

往路では、地福駅
で10分程度停車
します。SLを降り
て広 し々たホーム
で記念撮影！

山間にある仁保
駅。往路では、石
炭を燃やし、急勾
配を登るための準
備をするため6分
程度停車します。

湯田温泉駅前には、
SLやまぐち号を見ながら
入れる足湯があります。
停車時間に合わせて
行ってみよう！

東京や鹿児島の遠隔地でも
新幹線にのればその日のSL
に乗車も可能。

新幹線との
接続

運行日によっては、
複数の機関車が
連結して走る「重
連運転」の日があ
ります。

（
新
山
口
駅

行
き
は
通
過
）

（
新
山
口
駅

行
き
は
通
過
）

駐車場で
SLやまぐち号の
走る姿に

出会えますよ！

SLやまぐち号 
  けん引機関車

35系客車

ブルーリ
ボン賞

受賞
昭和初期に製造された「マイテ49」「オハ
35」「オハ31」の復刻モデルに客車がリニュー
アルされ、投炭ゲームやSL運転シミュレーターな
どお楽しみコーナーも充実。昭和初期の雰囲気
を楽しめるSLやまぐち号です。

1962年から、鉄道車両
の無煙化・動力近代化
（蒸気機関車の置換）の
ために国鉄が約650両
製造した、凸型が特徴の
ディーゼル機関車です。

最盛期は全国各地で活躍しましたが、客車・貨物
列車の減少等に伴い数を減らしています。
入換や臨時列車等の牽引を担当している、今や
全国的にも希少な機関車です。
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入換や臨時列車等の牽引を担当している、今や
全国的にも希少な機関車です。



萩の町がこの先から見えなく
なってしまうことから、振り返って
涙するという「涙松」。安政の大
獄で江戸送りになった吉田松
陰もここで一首読んでいます。

幕末には、
吉田松陰、高杉晋作、木戸孝允、
伊藤博文、坂本龍馬なども、
この萩往還を歩いて

行き来したといわれています。
日本の夜明けを目指して
駆け抜けた志士たちに
思いを重ねながら
歩いてみませんか？

藩主が乗る舟が係留
していた場所。吉田
松陰や坂本龍馬ら
も、この三田尻から各
地を行き来したといわ
れています。

萩往還には茶屋
が所々にありまし
た。ここには昔、六
軒の農家があり、
軒先を茶店にして
旅人をもてなして
いたことから六軒
茶屋と呼ばれるよ
うになったといわれ
ています。

石で積み上げた一里塚。主要な
街道には一里ごとに塚が築かれま
した。この一里塚は、萩往還の中
間点にあたります。

標高537m。萩往還で一
番標高の高い峠道です。
現在は、歩きやすく整備さ
れています。
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山口県は、北を日本海、南を
瀬戸内海、西を九州につなが
る響灘に面しており、フグ、ケ
ンサキイカ、ハモ、車えびなど
ブランド魚も多い。その中心
部にある山口市内の宿や飲
食店などでは、地元の新鮮な
海の幸を味わうことができる。

おお　 うち    ご    ぜん

大内弘世コース 大内義興コース

くりまさるのソフトクリームくりまさるのソフトクリームくりまさるのソフトクリーム

道の駅「きらら　あじ
す」では、くりまさるを
使用したソフトクリーム
が人気です！

ココで

買
える

甘みの強い阿知須エリア特
産のカボチャ。栗より糖度が
高いので「くりまさる」と名付
けられました。その甘味とホク
ホクした食感が特徴。スイー
ツ、コロッケ、煮物など、甘味
を生かした料理に適していま
す。販売は7月中旬～8月上
旬頃。

徳地エリアで栽培される「や
まのいも」は、非常に粘りが
強いのが特徴で、コシがあり
ます。150年前から徳地エリ
アで栽培されていたという記
録があるようで、古くから地元
の人のスタミナ食品として親
しまれてきました。「つくねい
も」「仏掌いも」とも呼ばれま
す。収穫期は11月など。

■ 特産品・特産物
加工販売所
南大門

ココで

買
える

中国野菜のサイシンとブロッ
コリーを交配・育成した山口
県オリジナル野菜。花も葉も
茎も食べられ、しゃきっとした
歯ごたえと甘味があるのが特
徴。サラダ、和食、洋食、中
華と、幅広い料理に合いま
す。収穫期は9月～4月。

■ 山口県内の
　スーパーなど
　（季節や仕入れによっては
ない場合もあります）

ココで

買
える

車えび料理

サクサクの衣をまとった
ジューシーな鶏のから揚げと
風味豊かなごぼうに、甘辛の
たれをからめた「チキンチキン
ごぼう」は、山口市の学校給
食から生まれた人気メニュー
です。 子どもも大人も大好き
な味で、おかずやおつまみに
ぴったり！ 山口市民が愛して
やまないソウルフードです。

チキンチキンごぼうチキンチキンごぼう

1516

秋穂エリアは、車えび養殖発
祥の地。一年を通して新鮮な
車えびを食べることができま
す。秋穂エリアの宿や食事
処では、刺身、焼き物、フラ
イ、天ぷらと様々な車えび料
理が味わえるコース料理を提
供しています。車えびの踊り
食いは、尾がピチピチ動くほ
どの新鮮。透き通った身は肉
厚でプリプリとし、甘みも十分
です。

明応９年（1500年）、室町幕府の第10代将軍だった足利義稙を、大内義興
は中世最大の宴でもてなしました。当時存在しなかった砂糖、醤油などの調味
料は使わず、500年前の味を忠実に再現したのが特徴。大内義興の心意気
を「大内御膳」を通じてご体感ください！
お問い合わせ╱山口商工会議所 TEL083・925・2300

海の幸海の幸
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■ 山口風月堂

わらび粉を主原料として、小豆餡、小麦
粉、砂糖などを練り合わせて蒸したのが
山口の外郎。ぷるっと柔らかい独特の
食感と、上品で深い味わいが特徴です。
山口を代表する伝統銘菓として、多くの
人に親しまれています。

真空包装せずに、蒸した外郎をそ
のまま包んだ「生外郎」は、日持ち
がしないため、山口でしか味わう
ことができません。山口を訪れた
ら「生外郎」を探してみましょう。

山口の
生外郎

■ 阿東エリアの
　りんご園で購入できます。
　道の駅「長門峡」
　「願成就温泉」では、
　りんごを使った
　スイーツやジュース
　などを販売。

ココで

買
える

カワラケツメイ茶
カワラケツメイは、黄色の花
が咲くジャケツイバラ科の一
年草。徳地エリアでは昔から
よく飲まれている健康茶で、
弘法大師が飲んでいたとの
言い伝えから通称「弘法茶」
とも呼ばれています。
カワラケツメイは、緑茶や紅
茶と違ってカフェインが含まれ
ていません。また、野草茶の
中ではあっさりしていて万人
受けします。

大内もなたん
山口県を代表する伝統漆工
芸品「大内人形」をかたどっ
た最中。お殿様はこだわりの
粒餡、京都からいらしたお姫
様は宇治抹茶餡を、厳選した
もち米を焼き上げた最中皮で
包んでいます。

1718

清らかな水と良質の米で作ら
れた山口の地酒には、近年、
全国的に注目が集まってい
ます。山口県オリジナル酒米
「西都の雫（さいとのしずく）」
で作られたお酒には、目印の
札が付いています。同じ酒米
を使っても、酒造場によって
味わいが異なります。お土産
にピッタリの山口県産素材
で作られた地酒です。

■ 湯田温泉観光回遊施設
　 狐の足あと

ココで

味
わえる

山
口
市
内
に
は
、外
郎
を
製
造
・
販
売
し
て
い

る
店
舗
が
多
く
あ
り
ま
す
。店
舗
に
よ
っ
て
、

大
き
さ
や
味
が
違
っ
た
り
生
外
郎
が
あ
っ
た
り

食
べ
く
ら
べ
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。

男
女
で
一
対
に
な
っ
た「
大
内
人
形
」に
は
、こ
ん
な
逸

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。24
代
大
内
弘
世
は
、京

の
公
家
か
ら
美
し
い
花
嫁
を
迎
え
ま
し
た
が
、花
嫁

は
遠
く
離
れ
た
都
を
恋
し
が
り
、毎
日
寂
し
く
思
っ
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
、京
か
ら
人
形
師
を
呼
び
寄
せ
、

屋
敷
中
を
人
形
で
飾
り
、花
嫁
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、花
嫁
は
幸
せ
に
暮
ら
し
ま
し
た
。大
内
人

形
は
、こ
の
逸
話
を
伝
え
る
た
め
に
作
ら
せ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、夫
婦
円
満
の
象
徴
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

Ouchi
夫婦も
あります
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SLやまぐち号
D51200（山口線）

応安６年（1373年）に大内弘世が京の北
野天神を勧請したのが始まりで、元和４年
（1618年）に毛利秀就がこの地に遷宮した
と伝えられています。本殿正面の三つの蟇
股（かえるまた）には松竹梅の彫刻があり、日
本で建築の装飾に松竹梅の組み合わせを
取り入れた最も古いものとして有名です。

嘉村礒多生家・
帰郷庵
私小説家・嘉村礒多の生家は
築140年を経た古民家で、茅
葺屋根や囲炉裏、五右衛門
風呂があります。時間利用や
宿泊利用が可能で古民家体
験ができます。
お問い合わせ／
山口市仁保地域交流センター内
嘉村礒多生家の会 
TEL／083・929・0433
（受付専用電話：平日8：30～17：15）

か むら　いそ た せい か　　　

き きょう あん

嘉村
礒多

とは？

常栄寺
雪舟庭
紅葉シーズンには竹林と紅葉
を同時に眺めることができ、一
風変わった景観が楽しめます。
雪舟庭の本堂では部屋の中か
ら、庭園の横にある遊歩道では
庭園を回りながら日本庭園の
中に立つ紅葉を眺めることがで
きます。（P5）

せっ しゅう てい

じょう えい じ

1,000

東鳳翩山（標高734.2m）、西鳳翩
山（標高741.9m）と連なっており、ど
ちらも登山道が整備されて登りやすい
山です。東鳳翩山は「新日本百名
山」に選ばれています。

2,000人を収容できる可変型の
「メインホール」や大小12の連結
可能な「会議室」をはじめ、健康づ
くりとヘルスケア関連産業の創出
を目指す「メディフィットラボ」、シェ
アハウス型の若手人材育成施設
「アカデミーハウス」、新たなビジネ
スの創出を支援する産業交流ス
ペース「Megriba（メグリバ）」など
様々な機能で構成される多機能
複合施設です。

休館日／年中無休

コンピューターや最先端の音響設備
など、様々なデジタルメディアを駆使
した新しい芸術表現がメディアアート
です。YCAMでは、鑑賞者が触れた
り、動いたりすることで作品が変化す
る双方向アートや、アーティストが創
り出した空間表現を体感するインス
タレーションなど、最先端のメディア
アートを楽しむことができます。

「見る
」だけ

 じゃな
い。

メディ
アアー

ト

を楽し
もう！

東鳳翩山・
西鳳翩山

ひがし ほう  べん  ざん　

にし ほう   べん  ざん

開館時間／10：00～20：00
　　　　　（イベント開催時は22：00）
閉館日／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）・
　　　　年末年始（12/29～1/3）・
　　　　臨時休館日
入館料／無料
TEL／083・901・2222

山口情報芸術センター［YCAM］

KDDI維新ホール

やま ぐち　じょう ほう げい じゅつ

い    しん　

ワイカム

展示スペース、劇場、ミニシアターと市立中央図書
館を併設した複合文化施設。インスタレーション展、
パフォーミングアーツ作品の公演、サウンドイベント、
ワークショップ、映画上映などを開催。国内外のアー
ティストを招いた滞在制作によるオリジナル作品を
鑑賞しようと、県外からも多くの人が訪れます。

DLやまぐち号（山口線）

SLやまぐち号
C571（山口線）

道の駅 仁保の郷
旬の地元野菜や果物、特産品の直売所
をはじめ、菓子工房、パン工房、レストラ
ン、惣菜工房、スイーツ工房の５つのお店
があります。遊具のある公園もあり、子供
と一緒にゆっくりと楽しむことができます。

営業時間／8：30～17：00
定休日／水曜日
TEL／083・929・0480

に　 ほ　　　　さと
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棯畑の棯畑の棯畑の
ノハナショウブノハナショウブノハナショウブ
自生地自生地

両足寺

1km

湯田温泉
スマートIC

13

13

SLやまぐち号
D51200（山口線）

応安６年（1373年）に大内弘世が京の北
野天神を勧請したのが始まりで、元和４年
（1618年）に毛利秀就がこの地に遷宮した
と伝えられています。本殿正面の三つの蟇
股（かえるまた）には松竹梅の彫刻があり、日
本で建築の装飾に松竹梅の組み合わせを
取り入れた最も古いものとして有名です。

嘉村礒多生家・
帰郷庵
私小説家・嘉村礒多の生家は
築140年を経た古民家で、茅
葺屋根や囲炉裏、五右衛門
風呂があります。時間利用や
宿泊利用が可能で古民家体
験ができます。
お問い合わせ／
山口市仁保地域交流センター内
嘉村礒多生家の会 
TEL／083・929・0433
（受付専用電話：平日8：30～17：15）

か むら　いそ た せい か　　　

き きょう あん

嘉村
礒多

とは？

常栄寺
雪舟庭
紅葉シーズンには竹林と紅葉
を同時に眺めることができ、一
風変わった景観が楽しめます。
雪舟庭の本堂では部屋の中か
ら、庭園の横にある遊歩道では
庭園を回りながら日本庭園の
中に立つ紅葉を眺めることがで
きます。（P5）

せっ しゅう てい

じょう えい じ

1,000

東鳳翩山（標高734.2m）、西鳳翩
山（標高741.9m）と連なっており、ど
ちらも登山道が整備されて登りやすい
山です。東鳳翩山は「新日本百名
山」に選ばれています。

2,000人を収容できる可変型の
「メインホール」や大小12の連結
可能な「会議室」をはじめ、健康づ
くりとヘルスケア関連産業の創出
を目指す「メディフィットラボ」、シェ
アハウス型の若手人材育成施設
「アカデミーハウス」、新たなビジネ
スの創出を支援する産業交流ス
ペース「Megriba（メグリバ）」など
様々な機能で構成される多機能
複合施設です。

休館日／年中無休

コンピューターや最先端の音響設備
など、様々なデジタルメディアを駆使
した新しい芸術表現がメディアアート
です。YCAMでは、鑑賞者が触れた
り、動いたりすることで作品が変化す
る双方向アートや、アーティストが創
り出した空間表現を体感するインス
タレーションなど、最先端のメディア
アートを楽しむことができます。

「見る
」だけ

 じゃな
い。

メディ
アアー

ト

を楽し
もう！

東鳳翩山・
西鳳翩山

ひがし ほう  べん  ざん　

にし ほう   べん  ざん

開館時間／10：00～20：00
　　　　　（イベント開催時は22：00）
閉館日／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）・
　　　　年末年始（12/29～1/3）・
　　　　臨時休館日
入館料／無料
TEL／083・901・2222

山口情報芸術センター［YCAM］

KDDI維新ホール

やま ぐち　じょう ほう げい じゅつ

い    しん　

ワイカム

展示スペース、劇場、ミニシアターと市立中央図書
館を併設した複合文化施設。インスタレーション展、
パフォーミングアーツ作品の公演、サウンドイベント、
ワークショップ、映画上映などを開催。国内外のアー
ティストを招いた滞在制作によるオリジナル作品を
鑑賞しようと、県外からも多くの人が訪れます。

DLやまぐち号（山口線）

SLやまぐち号
C571（山口線）

道の駅 仁保の郷
旬の地元野菜や果物、特産品の直売所
をはじめ、菓子工房、パン工房、レストラ
ン、惣菜工房、スイーツ工房の５つのお店
があります。遊具のある公園もあり、子供
と一緒にゆっくりと楽しむことができます。

営業時間／8：30～17：00
定休日／水曜日
TEL／083・929・0480

に　 ほ　　　　さと
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大海総合センター大海総合センター

遍明院

中道海水浴場中道海水浴場

草山公園草山公園 1km

車えび養殖
発祥の地
秋穂エリアは、世界で初めて車え
び養殖事業が始まった地。山口県
萩市出身で「車えび博士」とも呼
ばれた藤永元作氏が、塩田跡地を
利用して車えびの養殖を事業化し
ました。秋穂エリアには、車えびを
提供する飲食店や車えびを販売し
ている店舗が多数あります。

国民宿舎
海眺の宿 あいお荘
瀬戸内海を見渡せる絶好のロ
ケーション。高台に設置された露
天風呂からの風景は格別で、周防
灘を一望するパノラマを眺めなが
ら温泉を楽しめます。
入浴料／大人（中学生以上）570円、
小学生・幼児（3歳以上）300円
外来入浴営業時間／10：00～最終受付16：00（17：
00終了）、（毎週水曜日（祝日の場合木曜日））12：00
～最終受付16：00（17：00終了）、（土日祝日・繁忙
期）10：00～最終受付16：00（17：00終了）
TEL／0120・84・2202

こく みん しゅく　しゃ

かい ちょう　　　 やど

祝日の翌日・

阿知須エリアには居蔵造りの町並みが残ってお
り、明治17年（1884年）に建てられた中川家は
その造りを代表するもの。現在は「旧中川家住
宅（愛称：阿知須いぐらの館）」として一般公開さ
れています。

秋穂八十八ヶ所霊場めぐり
天明3年（1783年）、遍明院の住職であった性海法印が開いた霊場。性
海法印は、四国八十八ヶ所を巡り、各霊場から御符と霊場の土を持ち帰り
ました。その後、秋穂などの地に八十八ヶ所の地を選び、それぞれの地に霊場
の砂を散布し、御符を供えて札所にしたのが始まりといわれています。秋穂八十八ヶ所は、
正八幡宮境内の大師寺を第一番に巡礼には約2日間かかります。

あいお　  はち じゅう はっ　か しょ れい じょう

道の駅 あいお
車えびをイメージして建てられたユ
ニークな建物。新鮮な瀬戸内海の魚
介や海産物、地元の農産物や特産
品を販売しています。
営業時間／9：00～18：00
定休日／第2・4水曜日・年末年始
TEL／083・984・5704

道の駅 きらら あじす
地元野菜や特産品の販売のほか、パン
工房、もち工房、軽食コーナー、レストラ
ンを併設した道の駅。特産品のかぼちゃ
「くりまさる」を使った様々な商品も販売
しています。
営業時間／8：30～18：00
　　　　　（店舗により異なります）
定休日／元旦・3月・6月・9月・12月の
　　　　第2火曜日
TEL／0836・66・1001

きらら浜自然観察公園
野鳥、ベッコウトンボや干潟の生きものな
ど、山口湾の自然が観察できる公園です。
ビジターセンターには30台の望遠鏡があ
り、レンジャーが親切に解説いたします。
きっと新しい発見があります。

山口きらら博記念公園
２００１年に開催された山口きらら博のメー
ン会場を整備した公園。子供から高齢者ま
で気軽にスポーツ・レクリエーションを通じて
楽しむことができます。人工芝のフィールド
を持つ多目的ドーム、サッカー・ラグビー場、
水泳プールなどの施設が充実しています。
利用時間／9：00～22：00
休園日／12/29～1/3
※休園日以外でも、保守点検等のため施設を利用できない
　ことがあります。
TEL／0836・65・6903

手作りのちりめん細工の人形や鞠をつな
ぎ、天井からいっぱいにつるす「ひなも
ん」。鮮やかな色合いや、ちりめん細工のか
わいらしい姿が見る人の心をつかみます。
毎年2月に阿知須商店街にひなもんを飾り
付ける「ひなもんまつり」を開催。

阿知須の
ひなもん。

美濃ケ浜海浜広場
瀬戸内海を望む穏やかで美しい浜辺
がある美濃ケ浜海浜広場。トイレや温
水シャワー、足洗い場なども完備され
ており、真砂土が敷かれた広場では、
バーベキューやキャンプを１年中楽し
むことができます。

み    の     が  はま  かい  ひん  ひろ    ば

臼美歩道
総延長1,660ｍ（兜山古墳入口から潮寿荘
までは1,480ｍ）。最高地点高山は標高
101ｍと登山としては比較的気軽に登れる
高さであり、周囲360°が一望でき、防府市の
大平山、鳳翩山、山口湾、美濃ケ浜、大分県
の国東半島や姫島などを望むことができます。

う    み     ほ   どう
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大海総合センター大海総合センター

遍明院

中道海水浴場中道海水浴場

草山公園草山公園 1km

車えび養殖
発祥の地
秋穂エリアは、世界で初めて車え
び養殖事業が始まった地。山口県
萩市出身で「車えび博士」とも呼
ばれた藤永元作氏が、塩田跡地を
利用して車えびの養殖を事業化し
ました。秋穂エリアには、車えびを
提供する飲食店や車えびを販売し
ている店舗が多数あります。

国民宿舎
海眺の宿 あいお荘
瀬戸内海を見渡せる絶好のロ
ケーション。高台に設置された露
天風呂からの風景は格別で、周防
灘を一望するパノラマを眺めなが
ら温泉を楽しめます。
入浴料／大人（中学生以上）570円、
小学生・幼児（3歳以上）300円
外来入浴営業時間／10：00～最終受付16：00（17：
00終了）、（毎週水曜日（祝日の場合木曜日））12：00
～最終受付16：00（17：00終了）、（土日祝日・繁忙
期）10：00～最終受付16：00（17：00終了）
TEL／0120・84・2202

こく みん しゅく　しゃ

かい ちょう　　　 やど

祝日の翌日・

阿知須エリアには居蔵造りの町並みが残ってお
り、明治17年（1884年）に建てられた中川家は
その造りを代表するもの。現在は「旧中川家住
宅（愛称：阿知須いぐらの館）」として一般公開さ
れています。

秋穂八十八ヶ所霊場めぐり
天明3年（1783年）、遍明院の住職であった性海法印が開いた霊場。性
海法印は、四国八十八ヶ所を巡り、各霊場から御符と霊場の土を持ち帰り
ました。その後、秋穂などの地に八十八ヶ所の地を選び、それぞれの地に霊場
の砂を散布し、御符を供えて札所にしたのが始まりといわれています。秋穂八十八ヶ所は、
正八幡宮境内の大師寺を第一番に巡礼には約2日間かかります。

あいお　  はち じゅう はっ　か しょ れい じょう

道の駅 あいお
車えびをイメージして建てられたユ
ニークな建物。新鮮な瀬戸内海の魚
介や海産物、地元の農産物や特産
品を販売しています。
営業時間／9：00～18：00
定休日／第2・4水曜日・年末年始
TEL／083・984・5704

道の駅 きらら あじす
地元野菜や特産品の販売のほか、パン
工房、もち工房、軽食コーナー、レストラ
ンを併設した道の駅。特産品のかぼちゃ
「くりまさる」を使った様々な商品も販売
しています。
営業時間／8：30～18：00
　　　　　（店舗により異なります）
定休日／元旦・3月・6月・9月・12月の
　　　　第2火曜日
TEL／0836・66・1001

きらら浜自然観察公園
野鳥、ベッコウトンボや干潟の生きものな
ど、山口湾の自然が観察できる公園です。
ビジターセンターには30台の望遠鏡があ
り、レンジャーが親切に解説いたします。
きっと新しい発見があります。

山口きらら博記念公園
２００１年に開催された山口きらら博のメー
ン会場を整備した公園。子供から高齢者ま
で気軽にスポーツ・レクリエーションを通じて
楽しむことができます。人工芝のフィールド
を持つ多目的ドーム、サッカー・ラグビー場、
水泳プールなどの施設が充実しています。
利用時間／9：00～22：00
休園日／12/29～1/3
※休園日以外でも、保守点検等のため施設を利用できない
　ことがあります。
TEL／0836・65・6903

手作りのちりめん細工の人形や鞠をつな
ぎ、天井からいっぱいにつるす「ひなも
ん」。鮮やかな色合いや、ちりめん細工のか
わいらしい姿が見る人の心をつかみます。
毎年2月に阿知須商店街にひなもんを飾り
付ける「ひなもんまつり」を開催。

阿知須の
ひなもん。

美濃ケ浜海浜広場
瀬戸内海を望む穏やかで美しい浜辺
がある美濃ケ浜海浜広場。トイレや温
水シャワー、足洗い場なども完備され
ており、真砂土が敷かれた広場では、
バーベキューやキャンプを１年中楽し
むことができます。

み    の     が  はま  かい  ひん  ひろ    ば

臼美歩道
総延長1,660ｍ（兜山古墳入口から潮寿荘
までは1,480ｍ）。最高地点高山は標高
101ｍと登山としては比較的気軽に登れる
高さであり、周囲360°が一望でき、防府市の
大平山、鳳翩山、山口湾、美濃ケ浜、大分県
の国東半島や姫島などを望むことができます。

う    み     ほ   どう
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森が持つ癒し効果を科学的に解明
し、心と体の健康づくりに活かして
いこうという取り組み。「空気がおい
しい」「景色がきれい」など、森の中
で目や耳、鼻、手足を使い自然の素
晴らしさを感じることでリラックス効
果がより高まるといわれています。

重源
上人

とは？
平安時代末期から鎌倉時代に
かけて活動した僧、俊乗房重
源。東大寺再建を朝廷より命
じられ、東大寺大勧進職とし
て指揮をとりました。

日本
ジオパークに
阿東地区も！
平成30年９月に日本ジオパークの認定を
受けた「萩ジオパーク」。阿東地域全域が、
そのエリアに含まれています。ジオ（地球、
大地）の視点から、その生立ちを探ると新
しい発見が！今までとは違う阿東の歩き方
を提案します！

森林
セラピ

ー
とは？

平安時代末期、源平の戦いで東大寺は焼失しまし
た。養和元年（1181年）、東大寺再建の責任者に
任命された重源上人は、佐波川上流の徳地の地を
訪れ、山奥から大量の巨木を切り出して、東大寺
の材木としました。巨木の伐採や運搬は困難を極

めましたが、新技術を導入することで大
量の巨木を奈良へ送ることができま
した。再建した当時のものとして、
東大寺南大門が現存しています。

【阿東・徳地】

重源の郷（令和７年春リニューアルオープン予定）
茅葺き屋根や水車など、昔懐かしい山村風景を再現した体験
交流公園。紙漉きや木工、竹細工などの体験ができます。
営業時間／9：30～17：00（5月～10月）
　　　　　9：30～16：30（11月～4月）
定休日／水曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始
入郷料／大人520円、小中学生310円
TEL／0835・52・1250

ちょう げん        さと

森林セラピー基地
大原湖周辺は、森林セラピー基地に
認定されています。愛鳥林エリア、大
原湖畔エリア、長者ヶ原エリアがあり、
体力に応じてコースを選ぶことができま
す。徳地の森の魅力を深く知る「森の
案内人」が案内してくれます（要予約）。
案内人料金／案内人一人3,000円～
お申し込み／森林セラピー山口
TEL／0835・56・5234

徳地の木が
東大寺に！

徳地特産品販売所 南大門
徳地エリアの新鮮野菜や特産品の販売所。観光や
史跡の紹介など、徳地エリアの情報収集もできます。
開館時間／9：00～18：00（4月～12月）
　　　　　9：00～17：00（1月～3月）
休館日／年末年始、不定休　TEL／0835・52・1772

なん だい   もん

がち  りん    じ     やく    し     どう

月輪寺薬師堂〈重要文化財〉
山口県下最古の木造建造物といわれています。
一重寄棟造茅葺の簡素ながら調和のとれた様式
が特徴。文治5年（1189年）、重源上人が藤原兼
実の協力を得て建立したものと伝えられています。

ふれあいパーク大原湖
ケビン、オートキャンプサイトがある湖畔のキャン
プ場。カヌー体験、フィッシング、マウンテンバイ
ク、森林ウォーキングが体験できます。
TEL／0835・58・0200

おお   はら    こ

道の駅 長門峡
長門峡の入口にある道の駅。情報案内コーナー、特産品販売所、レ
ストランがあります。レストランでは、あとう和牛を使ったメニューを提供。
営業時間／9：30～18：00、
　　　　 （レストラン）11：00～14：30（L.O.14：00）
定休日／第2火曜日（8月は第1火曜日定休、11月は無休）、年末年始
TEL／083・955・0777

ちょう もん  きょう

法光寺
阿弥陀如来
座像
像の彫りは力強く、鎌倉
初期の特徴が出ていま
す。この像の年輪が東
大寺の仁王像（国宝）の
年輪と同じことが判明
し、注目を集めて
います。

ほう   こう     じ     

あ     み     だ    にょ  らい    

ざ    ぞう

【阿東・徳地】
あ 　 とう 　 　 とく 　 ぢ

山口市の北部は、中国山地の山間部にあたることから、
山や森林、湖、渓谷など緑あふれる自然と出会うことがで
きます。名勝長門峡のある阿東エリアと、森林セラピー基
地のある徳地エリアで自然をたっぷりと満喫してください。

道の駅 願成就温泉
日帰り温泉が楽しめる道の駅で、日本庭
園風の広 と々した露天風呂があります。
平成30年4月にリニューアルオープン
し、無料の足湯も新設しました。
営業時間／9：00～21：00（最終受付20：
30）、レストラン・売店は要問い合わせ
定休日／第3水曜日
入浴料／中学生以上520円、小学生300円、
　　　　小学生未満無料
TEL／083・957・0118

がん  じょう  じゅ   おん  せん

と     くさ    が みね

十種ヶ峰
標高989mの十種ヶ峰は、別名「長門富士」とも呼ばれています。登山、キャンプ、ス
キー、パラグライダーができ、スキー場ゲレンデを使ったマウンテンバイクダウンヒル（初
心者用コースやレンタルバイクあり）や、周辺田園地帯を走るロードバイクレンタルもあ
ります。アウトドアスポットとして四季を通して楽しむことができます。また、ゴールデン
ウィークには、山芍薬（ヤマシャクヤク）の群生地を観に来る登山者で賑わいます。
TEL／十種ヶ峰オートキャンプ場 083・958・0809／スキー場 083・958・0547

徳佐八幡宮
しだれ桜
〈国指定名勝〉
参道の両側にしだれ
桜とエドヒガン桜が約
300本植えられている
桜の名所。毎年4月上
中旬には満開のサク
ラが参道にトンネルを
作り、多くの花見客が
訪れます。

とく　  さ    はち   まん   ぐう

柚木慈生温泉
炭酸ガス、カルシウム、ナトリウムなどの成分を大
量に含む全国でもまれにみる優れた泉質の温
泉。湯治利用の方が多く訪れます。
営業時間／10：00～18：00
定休日／毎月5日・18日
利用料金／大人：入湯料600円、休憩室500円、
3才以上小学生以下：入湯料300円、休憩室200円
TEL／0835・58・0430

ゆの   き      じ   しょう おん  せん

常徳寺庭園〈国指定名勝〉
本堂の東側に池泉鑑賞式庭園があります。
常徳寺庭園は、雪舟作という伝承記録があ
り、石組の構成が雪舟の作庭に似ていると
いわれています。他に例のない岩盤削り出し
の滝石組や築山の独特な作庭技法、鍾乳
洞の霊水の取り入れ等が判明し、優れた作
庭として価値が認められています。

じょう   とく    じ    てい   えん

観光農園
阿東エリアでは、りんご・梨・ぶどうの観
光農園が多数点在しています。特に、
特産のりんごは15,000本を数える西
日本最大の観光りんご園として親しま
れ、太陽をいっぱい浴びた新鮮でおい
しいりんごをその場で味わうことができ
ます。
TEL／NPOあとう 083・956・2526

長門峡〈国指定名勝〉
数十万年前に、火山の噴火
によって堰き止められた河川
が流れを変えて、現在の長門
峡に。丁字の出会い淵は、そ
の生立ちの現場です。

ちょう  もん  きょう

茎の先に花径４～５センチの白
い花で、中の黒い種子と結実し
ない真っ赤な種子とのコントラ
ストが美しい。植林による影響
などにより準絶滅危惧に登録さ
れている。山奥にあるため見る
ためには本格的登山を要する
ため注意が必要。

山芍
薬やまし

ゃくや
く

ロハス島地温泉
岩風呂とヒノキ風呂がある源泉掛け流しの温泉施設。食
事処、農産物直売所、特産品販売所も備えています。
入浴時間／10：00～20：00（受付19：00まで）
休館日／水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入浴料／大人（中学生以上）520円、小学生250円、乳幼児
無料、身体障害者の方は、身体障害者手帳の提示で250円、
貸しタオル100円
TEL／0835・54・4545

しま　 ぢ おん せん

滑の三本杉
滑国有林内北部に立っている3本の
天然杉。樹高約40m、樹齢約300
年におよぶ巨木で、林野庁「森の巨
人たち100選」に指定されています。

なめら　　 さん ぼん すぎ

岸見の石風呂
〈国指定重要有形文化財〉
重源上人が材木調達に従事した人々の
保養のために始めた蒸風呂。今も入浴体
験ができます。
負担金／1回10,000円（事前予約・貸切り）
お問い合わせ／山口市岸見石風呂保存会
TEL／090・5708・1426

きし    み　　　　いし  ぶ     ろ

1km

2324



森が持つ癒し効果を科学的に解明
し、心と体の健康づくりに活かして
いこうという取り組み。「空気がおい
しい」「景色がきれい」など、森の中
で目や耳、鼻、手足を使い自然の素
晴らしさを感じることでリラックス効
果がより高まるといわれています。

重源
上人

とは？
平安時代末期から鎌倉時代に
かけて活動した僧、俊乗房重
源。東大寺再建を朝廷より命
じられ、東大寺大勧進職とし
て指揮をとりました。

日本
ジオパークに
阿東地区も！
平成30年９月に日本ジオパークの認定を
受けた「萩ジオパーク」。阿東地域全域が、
そのエリアに含まれています。ジオ（地球、
大地）の視点から、その生立ちを探ると新
しい発見が！今までとは違う阿東の歩き方
を提案します！

森林
セラピ

ー
とは？

平安時代末期、源平の戦いで東大寺は焼失しまし
た。養和元年（1181年）、東大寺再建の責任者に
任命された重源上人は、佐波川上流の徳地の地を
訪れ、山奥から大量の巨木を切り出して、東大寺
の材木としました。巨木の伐採や運搬は困難を極

めましたが、新技術を導入することで大
量の巨木を奈良へ送ることができま
した。再建した当時のものとして、
東大寺南大門が現存しています。

【阿東・徳地】

重源の郷（令和７年春リニューアルオープン予定）
茅葺き屋根や水車など、昔懐かしい山村風景を再現した体験
交流公園。紙漉きや木工、竹細工などの体験ができます。
営業時間／9：30～17：00（5月～10月）
　　　　　9：30～16：30（11月～4月）
定休日／水曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始
入郷料／大人520円、小中学生310円
TEL／0835・52・1250

ちょう げん        さと

森林セラピー基地
大原湖周辺は、森林セラピー基地に
認定されています。愛鳥林エリア、大
原湖畔エリア、長者ヶ原エリアがあり、
体力に応じてコースを選ぶことができま
す。徳地の森の魅力を深く知る「森の
案内人」が案内してくれます（要予約）。
案内人料金／案内人一人3,000円～
お申し込み／森林セラピー山口
TEL／0835・56・5234

徳地の木が
東大寺に！

徳地特産品販売所 南大門
徳地エリアの新鮮野菜や特産品の販売所。観光や
史跡の紹介など、徳地エリアの情報収集もできます。
開館時間／9：00～18：00（4月～12月）
　　　　　9：00～17：00（1月～3月）
休館日／年末年始、不定休　TEL／0835・52・1772

なん だい   もん

がち  りん    じ     やく    し     どう

月輪寺薬師堂〈重要文化財〉
山口県下最古の木造建造物といわれています。
一重寄棟造茅葺の簡素ながら調和のとれた様式
が特徴。文治5年（1189年）、重源上人が藤原兼
実の協力を得て建立したものと伝えられています。

ふれあいパーク大原湖
ケビン、オートキャンプサイトがある湖畔のキャン
プ場。カヌー体験、フィッシング、マウンテンバイ
ク、森林ウォーキングが体験できます。
TEL／0835・58・0200

おお   はら    こ

道の駅 長門峡
長門峡の入口にある道の駅。情報案内コーナー、特産品販売所、レ
ストランがあります。レストランでは、あとう和牛を使ったメニューを提供。
営業時間／9：30～18：00、
　　　　 （レストラン）11：00～14：30（L.O.14：00）
定休日／第2火曜日（8月は第1火曜日定休、11月は無休）、年末年始
TEL／083・955・0777

ちょう もん  きょう

法光寺
阿弥陀如来
座像
像の彫りは力強く、鎌倉
初期の特徴が出ていま
す。この像の年輪が東
大寺の仁王像（国宝）の
年輪と同じことが判明
し、注目を集めて
います。

ほう   こう     じ     

あ     み     だ    にょ  らい    

ざ    ぞう

【阿東・徳地】
あ 　 とう 　 　 とく 　 ぢ

山口市の北部は、中国山地の山間部にあたることから、
山や森林、湖、渓谷など緑あふれる自然と出会うことがで
きます。名勝長門峡のある阿東エリアと、森林セラピー基
地のある徳地エリアで自然をたっぷりと満喫してください。

道の駅 願成就温泉
日帰り温泉が楽しめる道の駅で、日本庭
園風の広 と々した露天風呂があります。
平成30年4月にリニューアルオープン
し、無料の足湯も新設しました。
営業時間／9：00～21：00（最終受付20：
30）、レストラン・売店は要問い合わせ
定休日／第3水曜日
入浴料／中学生以上520円、小学生300円、
　　　　小学生未満無料
TEL／083・957・0118

がん  じょう  じゅ   おん  せん

と     くさ    が みね

十種ヶ峰
標高989mの十種ヶ峰は、別名「長門富士」とも呼ばれています。登山、キャンプ、ス
キー、パラグライダーができ、スキー場ゲレンデを使ったマウンテンバイクダウンヒル（初
心者用コースやレンタルバイクあり）や、周辺田園地帯を走るロードバイクレンタルもあ
ります。アウトドアスポットとして四季を通して楽しむことができます。また、ゴールデン
ウィークには、山芍薬（ヤマシャクヤク）の群生地を観に来る登山者で賑わいます。
TEL／十種ヶ峰オートキャンプ場 083・958・0809／スキー場 083・958・0547

徳佐八幡宮
しだれ桜
〈国指定名勝〉
参道の両側にしだれ
桜とエドヒガン桜が約
300本植えられている
桜の名所。毎年4月上
中旬には満開のサク
ラが参道にトンネルを
作り、多くの花見客が
訪れます。

とく　  さ    はち   まん   ぐう

柚木慈生温泉
炭酸ガス、カルシウム、ナトリウムなどの成分を大
量に含む全国でもまれにみる優れた泉質の温
泉。湯治利用の方が多く訪れます。
営業時間／10：00～18：00
定休日／毎月5日・18日
利用料金／大人：入湯料600円、休憩室500円、
3才以上小学生以下：入湯料300円、休憩室200円
TEL／0835・58・0430

ゆの   き      じ   しょう おん  せん

常徳寺庭園〈国指定名勝〉
本堂の東側に池泉鑑賞式庭園があります。
常徳寺庭園は、雪舟作という伝承記録があ
り、石組の構成が雪舟の作庭に似ていると
いわれています。他に例のない岩盤削り出し
の滝石組や築山の独特な作庭技法、鍾乳
洞の霊水の取り入れ等が判明し、優れた作
庭として価値が認められています。

じょう   とく    じ    てい   えん

観光農園
阿東エリアでは、りんご・梨・ぶどうの観
光農園が多数点在しています。特に、
特産のりんごは15,000本を数える西
日本最大の観光りんご園として親しま
れ、太陽をいっぱい浴びた新鮮でおい
しいりんごをその場で味わうことができ
ます。
TEL／NPOあとう 083・956・2526

長門峡〈国指定名勝〉
数十万年前に、火山の噴火
によって堰き止められた河川
が流れを変えて、現在の長門
峡に。丁字の出会い淵は、そ
の生立ちの現場です。

ちょう  もん  きょう

茎の先に花径４～５センチの白
い花で、中の黒い種子と結実し
ない真っ赤な種子とのコントラ
ストが美しい。植林による影響
などにより準絶滅危惧に登録さ
れている。山奥にあるため見る
ためには本格的登山を要する
ため注意が必要。

山芍
薬やまし

ゃくや
く

ロハス島地温泉
岩風呂とヒノキ風呂がある源泉掛け流しの温泉施設。食
事処、農産物直売所、特産品販売所も備えています。
入浴時間／10：00～20：00（受付19：00まで）
休館日／水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入浴料／大人（中学生以上）520円、小学生250円、乳幼児
無料、身体障害者の方は、身体障害者手帳の提示で250円、
貸しタオル100円
TEL／0835・54・4545

しま　 ぢ おん せん

滑の三本杉
滑国有林内北部に立っている3本の
天然杉。樹高約40m、樹齢約300
年におよぶ巨木で、林野庁「森の巨
人たち100選」に指定されています。

なめら　　 さん ぼん すぎ

岸見の石風呂
〈国指定重要有形文化財〉
重源上人が材木調達に従事した人々の
保養のために始めた蒸風呂。今も入浴体
験ができます。
負担金／1回10,000円（事前予約・貸切り）
お問い合わせ／山口市岸見石風呂保存会
TEL／090・5708・1426

きし    み　　　　いし  ぶ     ろ
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山
口
七
夕

ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り

【
8
月
6
日
〜
7
日
】

約
６
０
０
年
前
か
ら
続
く
祭
り
。竹
に
付
け
た
数
万

個
の
紅
ち
ょ
う
ち
ん
に
本
物
の
火
が
灯
り
、山
口
の

夜
の
街
を
赤
く
染
め
あ
げ
ま
す
。ま
た
、商
店
街
で

は
、無
数
の
紅
ち
ょ
う
ち
ん
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
が
作

ら
れ
、年
に
１
度
の
幻
想
的
で
美
し

い
光
景
に
包
ま
れ
ま
す
。

場
所
／
山
口
市
中
心
商
店
街・

　
　
　
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
ほ
か

12
月
、山
口
市
は

ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な
る
。

【
12
月
】

日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
発
祥
の
地
で
あ
る
山
口
市
。市

内
各
所
で「
12
月
、山
口
市
は
ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な

る
。」を
合
い
言
葉
に
、イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
関
連
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
行
わ
れ
、ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
い

ま
す
。

山
口
天
神
祭

【
11
月
23
日
】

「
山
口
の
天
神
さ
ま
」と
も
呼
ば
れ
る
古
熊
神
社

の
御
神
幸
祭
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。参
勤
交

代
を
再
現
し
た
備
立
行
列
や
、古
熊
神
社
の
御

神
体
を
乗
せ
た
御
網
代
車
を
引
く
御
神
幸
行
列

が
行
わ
れ
ま
す
。き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ

た
奉
仕
者
や
豪
華
な
車
な
ど
が
練
り
歩
く
様
は
、

江
戸
時
代
の
風
情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
/
古
熊
神
社・山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

※
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
や
開
催
の
有
無
は
、変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
が
あ
る
香
山
公
園
の
散
策

道
に
、約
１
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
が
灯
さ

れ
、幻
想
的
な
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。期
間
中
は

日
替
わ
り
で
、コ
ン
サ
ー
ト
等
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
／
香
山
公
園

山
口
祇
園
祭

【
7
月
20
日
〜
27
日
】

室
町
時
代
に
大
内
氏
が
京
都
か
ら
勧
請
し
た
八
坂

神
社
の
例
祭
で
、約
6
0
0
年
続
い
て
い
る
伝
統

あ
る
祭
。20
日
は
八
坂
神
社
で
鷺
の
舞
が
奉
納
さ

れ
た
あ
と
、祇
園
囃
子
や
御
神
輿
が
御
旅
所
ま
で

練
り
歩
き
ま
す
。24
日
に
は
市
民
総
踊
り
が
行
わ

れ
、27
日
は
女
み
こ
し
も
加
わ
り
御
旅
所

か
ら
八
坂
神
社
ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。

場
所
／
八
坂
神
社・竪
小
路・

　
　
　
山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

一の
坂
川
に
乱
舞
す
る
国
の
特
別
天
然
記
念
物「
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
」。見
頃
の
１
週
間
を「
ほ
た
る
観
賞

W
e
e
k
!
」と
題
し
、期
間
中
の
土
曜
日
に
は
ホ

タ
ル
を
観
賞
し
や
す
い
よ
う
、両
岸
の
道
路
に
交
通

規
制
を
行
い
、各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
／
一の
坂
川
沿
い

ほ
た
る
観
賞

W
e
e
k
!

【
5
月
下
旬
〜
6
月
上
旬
】

山
口
ゆ
ら
め
き
回
廊

【
9
月
中
旬
〜
10
月
中
旬
】

や
ま

ぐ
ち

や
ま

ぐ
ち

て
ん

じ
ん

ま
つ
り

山
口
県
民
が
好
き
な「
餅
ひ
ろ
い
」。ひ
ろ
っ
た
餅

の
総
重
量
を
競
う
世
界
選
手
権
で
す
。部
門
別

に
競
い
合
い
、上
位
入
賞
者
に
は
豪
華
特
産
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。（
選
手
権
参

加
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。）同
時
開
催
の

収
穫
祭
で
は
、阿
東
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
お
米

を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
ま
す
。

場
所
/
阿
東
ふ
る
さ
と
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

餅
ひ
ろ
い

世
界
選
手
権

【
11
月
23
日
】

も
ちせ

か
い

せ
ん

し
ゅ

け
ん

湯
田
温
泉
酒
ま
つ
り

【
10
月
上
旬
】

全
国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
山
口
の
地

酒
。約
20
の
蔵
元
の
日
本
酒
が
湯
田
温
泉
の
飲

食
店
を
巡
り
な
が
ら
味
わ
え
ま
す
。山
口
の
地
酒

と
食
が
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

場
所
／
井
上
公
園
周
辺

ゆ

だ

お
ん

せ
ん

さ
け

や
ま

ぐ
ち

し

し

が
つ

か
い

ろ
う

湯
田
温
泉

白
狐
ま
つ
り

【
4
月
上
旬
土
日
】

「
白
狐
が
見
つ
け
た
湯
」と
い
う
湯
田
温
泉
の
伝
説

に
因
ん
で
、白
狐
た
い
ま
つ
行
列
な
ど
が
催
さ
れ
、温

泉
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、お
湯
が
い
つ
ま
で
も
湧

き
続
け
る
よ
う
祈
り
を
込
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
／
湯
田
温
泉
一
帯

歴
史
あ
る
山
口
で
は
、山
口
祇
園
祭
や
山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
な
ど
、何
百
年
も
前
か
ら
伝
わ
る

伝
統
行
事
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
性
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
お
え
び
狩
り

世
界
選
手
権
大
会

【
8
月
下
旬
】

活
き
た
車
え
び
を
海
水
浴
場
の
干
潟
に
放
し
、参

加
者
が一
斉
に
素
手
で
捕
ま
え
る
大
会
。捕
ま
え
た

車
え
び
の
数
を
競
い
ま
す
。車
え
び
養
殖
発
祥
の
地

秋
穂
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、毎
年
事
前
申
込
後

抽
選
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

場
所
／
中
道
海
水
浴
場

桜
ま
つ
り
﹇
4
月
上
旬
﹈

場
所
／
徳
佐
八
幡
宮

湯
田
温
泉
白
狐
ま
つ
り
﹇
4
月
上
旬
土
日
﹈

場
所
／
湯
田
温
泉
一
帯

大
原
湖
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
﹇
4
月
中
旬
﹈

場
所
／
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
大
原
湖

山
口
ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
﹇
4
月
中
旬
﹈

場
所
／
維
新
百
年
記
念
公
園

秋
穂
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
大
師
ま
い
り
﹇
旧
暦
3
月
20
日・21
日
﹈

場
所
／
秋
穂
及
び
名
田
島・秋
穂
二
島
各
寺
及
び
各
札
所

青
空
天
国
い
こ
い
の
広
場
﹇
5
月
5
日
﹈

場
所
／
山
口
市
中
心
商
店
街

阿
知
須
浦
ま
つ
り・花
火
大
会
　  

﹇
5
月
下
旬
〜
6
月
上
旬
﹈

場
所
／
阿
知
須
駅
前・恵
比
須
神
社・阿
知
須
漁
港
広
場

ほ
た
る
観
賞
W
e
e
k
!
﹇
5
月
下
旬
〜
6
月
上
旬
﹈

場
所
／
一の
坂
川
沿
い

ふ
し
の
夏
ま
つ
り
　  

﹇
7
月
第
4
土
曜
日
﹈

場
所
／
椹
野
川
東
津
河
川
公
園

山
口
祇
園
祭
﹇
7
月
20
日
〜
27
日
﹈

場
所
／
八
坂
神
社・竪
小
路・山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
﹇
8
月
6
日
〜
7
日
﹈

場
所
／
山
口
市
中
心
商
店
街・パ
ー
ク
ロ
ー
ド
ほ
か

音
楽
と
花
火
の
夕
べ
　  

﹇
8
月
8
日
﹈

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
内

あ
い
お
え
び
狩
り
世
界
選
手
権
大
会
﹇
8
月
下
旬
﹈

場
所
／
中
道
海
水
浴
場

山
口
ゆ
ら
め
き
回
廊
﹇
9
月
中
旬
〜
10
月
中
旬
﹈

場
所
／
香
山
公
園

岩
戸
神
楽
﹇
10
月
上
旬
﹈

場
所
／
熊
野
神
社

湯
田
温
泉
酒
ま
つ
り
﹇
10
月
上
旬
﹈

場
所
／
井
上
公
園
周
辺

厄
神
舞
﹇
旧
暦
の
10
月
始
の
子
丑
の
日
﹈

場
所
／
須
賀
神
社

長
門
峡
も
み
じ
祭
り
﹇
11
月
３
日
﹈

場
所
／
道
の
駅「
長
門
峡
」

あ
い
お
祭
り
﹇
11
月
第
1
日
曜
日
﹈

場
所
／
秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー・大
海
漁
港
周
辺

浜
村
杯
秋
穂
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
﹇
11
月
第
3
日
曜
日
﹈

場
所
／
秋
穂
中
学
校
周
辺

山
口
天
神
祭
﹇
11
月
23
日
﹈

場
所
／
古
熊
神
社・山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

餅
ひ
ろ
い
世
界
選
手
権
﹇
11
月
23
日
﹈

場
所
／
阿
東
ふ
る
さ
と
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

12
月
、山
口
市
は
ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な
る
。﹇
12
月
﹈

場
所
／
亀
山
公
園・一の
坂
川
周
辺・山
口
市
中
心
商
店
街・新
山
口
駅
周
辺
ほ
か

ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹇
12
月
下
旬
﹈

場
所
／
阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
地
福
分
館
横
駐
車
場

あ
と
う
雪
ま
つ
り
﹇
1
月
下
旬
﹈

場
所
／
十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場

阿
知
須
ひ
な
も
ん
ま
つ
り
﹇
2
月
上
旬
〜
中
旬
﹈

場
所
／
阿
知
須
商
店
街

高
倉
荒
神
祭
﹇
2
月
28
日
﹈

場
所
／
高
倉
荒
神
社
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山
口
七
夕

ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り

【
8
月
6
日
〜
7
日
】

約
６
０
０
年
前
か
ら
続
く
祭
り
。竹
に
付
け
た
数
万

個
の
紅
ち
ょ
う
ち
ん
に
本
物
の
火
が
灯
り
、山
口
の

夜
の
街
を
赤
く
染
め
あ
げ
ま
す
。ま
た
、商
店
街
で

は
、無
数
の
紅
ち
ょ
う
ち
ん
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
が
作

ら
れ
、年
に
１
度
の
幻
想
的
で
美
し

い
光
景
に
包
ま
れ
ま
す
。

場
所
／
山
口
市
中
心
商
店
街・

　
　
　
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
ほ
か

12
月
、山
口
市
は

ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な
る
。

【
12
月
】

日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
発
祥
の
地
で
あ
る
山
口
市
。市

内
各
所
で「
12
月
、山
口
市
は
ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な

る
。」を
合
い
言
葉
に
、イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
関
連
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
行
わ
れ
、ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
い

ま
す
。

山
口
天
神
祭

【
11
月
23
日
】

「
山
口
の
天
神
さ
ま
」と
も
呼
ば
れ
る
古
熊
神
社

の
御
神
幸
祭
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。参
勤
交

代
を
再
現
し
た
備
立
行
列
や
、古
熊
神
社
の
御

神
体
を
乗
せ
た
御
網
代
車
を
引
く
御
神
幸
行
列

が
行
わ
れ
ま
す
。き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ

た
奉
仕
者
や
豪
華
な
車
な
ど
が
練
り
歩
く
様
は
、

江
戸
時
代
の
風
情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
/
古
熊
神
社・山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

※
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
や
開
催
の
有
無
は
、変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
が
あ
る
香
山
公
園
の
散
策

道
に
、約
１
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
が
灯
さ

れ
、幻
想
的
な
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。期
間
中
は

日
替
わ
り
で
、コ
ン
サ
ー
ト
等
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
／
香
山
公
園

山
口
祇
園
祭

【
7
月
20
日
〜
27
日
】

室
町
時
代
に
大
内
氏
が
京
都
か
ら
勧
請
し
た
八
坂

神
社
の
例
祭
で
、約
6
0
0
年
続
い
て
い
る
伝
統

あ
る
祭
。20
日
は
八
坂
神
社
で
鷺
の
舞
が
奉
納
さ

れ
た
あ
と
、祇
園
囃
子
や
御
神
輿
が
御
旅
所
ま
で

練
り
歩
き
ま
す
。24
日
に
は
市
民
総
踊
り
が
行
わ

れ
、27
日
は
女
み
こ
し
も
加
わ
り
御
旅
所

か
ら
八
坂
神
社
ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。

場
所
／
八
坂
神
社・竪
小
路・

　
　
　
山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

一の
坂
川
に
乱
舞
す
る
国
の
特
別
天
然
記
念
物「
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
」。見
頃
の
１
週
間
を「
ほ
た
る
観
賞

W
e
e
k
!
」と
題
し
、期
間
中
の
土
曜
日
に
は
ホ

タ
ル
を
観
賞
し
や
す
い
よ
う
、両
岸
の
道
路
に
交
通

規
制
を
行
い
、各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
／
一の
坂
川
沿
い

ほ
た
る
観
賞

W
e
e
k
!

【
5
月
下
旬
〜
6
月
上
旬
】

山
口
ゆ
ら
め
き
回
廊

【
9
月
中
旬
〜
10
月
中
旬
】

や
ま

ぐ
ち

や
ま

ぐ
ち

て
ん

じ
ん

ま
つ
り

山
口
県
民
が
好
き
な「
餅
ひ
ろ
い
」。ひ
ろ
っ
た
餅

の
総
重
量
を
競
う
世
界
選
手
権
で
す
。部
門
別

に
競
い
合
い
、上
位
入
賞
者
に
は
豪
華
特
産
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。（
選
手
権
参

加
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。）同
時
開
催
の

収
穫
祭
で
は
、阿
東
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
お
米

を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
ま
す
。

場
所
/
阿
東
ふ
る
さ
と
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

餅
ひ
ろ
い

世
界
選
手
権

【
11
月
23
日
】

も
ちせ

か
い

せ
ん

し
ゅ

け
ん

湯
田
温
泉
酒
ま
つ
り

【
10
月
上
旬
】

全
国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
山
口
の
地

酒
。約
20
の
蔵
元
の
日
本
酒
が
湯
田
温
泉
の
飲

食
店
を
巡
り
な
が
ら
味
わ
え
ま
す
。山
口
の
地
酒

と
食
が
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

場
所
／
井
上
公
園
周
辺

ゆ

だ

お
ん

せ
ん

さ
け

や
ま

ぐ
ち

し

し

が
つ

か
い

ろ
う

湯
田
温
泉

白
狐
ま
つ
り

【
4
月
上
旬
土
日
】

「
白
狐
が
見
つ
け
た
湯
」と
い
う
湯
田
温
泉
の
伝
説

に
因
ん
で
、白
狐
た
い
ま
つ
行
列
な
ど
が
催
さ
れ
、温

泉
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、お
湯
が
い
つ
ま
で
も
湧

き
続
け
る
よ
う
祈
り
を
込
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
／
湯
田
温
泉
一
帯

歴
史
あ
る
山
口
で
は
、山
口
祇
園
祭
や
山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
な
ど
、何
百
年
も
前
か
ら
伝
わ
る

伝
統
行
事
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
性
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
お
え
び
狩
り

世
界
選
手
権
大
会

【
8
月
下
旬
】

活
き
た
車
え
び
を
海
水
浴
場
の
干
潟
に
放
し
、参

加
者
が一
斉
に
素
手
で
捕
ま
え
る
大
会
。捕
ま
え
た

車
え
び
の
数
を
競
い
ま
す
。車
え
び
養
殖
発
祥
の
地

秋
穂
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、毎
年
事
前
申
込
後

抽
選
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

場
所
／
中
道
海
水
浴
場

桜
ま
つ
り
﹇
4
月
上
旬
﹈

場
所
／
徳
佐
八
幡
宮

湯
田
温
泉
白
狐
ま
つ
り
﹇
4
月
上
旬
土
日
﹈

場
所
／
湯
田
温
泉
一
帯

大
原
湖
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
﹇
4
月
中
旬
﹈

場
所
／
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
大
原
湖

山
口
ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
﹇
4
月
中
旬
﹈

場
所
／
維
新
百
年
記
念
公
園

秋
穂
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
大
師
ま
い
り
﹇
旧
暦
3
月
20
日・21
日
﹈

場
所
／
秋
穂
及
び
名
田
島・秋
穂
二
島
各
寺
及
び
各
札
所

青
空
天
国
い
こ
い
の
広
場
﹇
5
月
5
日
﹈

場
所
／
山
口
市
中
心
商
店
街

阿
知
須
浦
ま
つ
り・花
火
大
会
　  

﹇
5
月
下
旬
〜
6
月
上
旬
﹈

場
所
／
阿
知
須
駅
前・恵
比
須
神
社・阿
知
須
漁
港
広
場

ほ
た
る
観
賞
W
e
e
k
!
﹇
5
月
下
旬
〜
6
月
上
旬
﹈

場
所
／
一の
坂
川
沿
い

ふ
し
の
夏
ま
つ
り
　  

﹇
7
月
第
4
土
曜
日
﹈

場
所
／
椹
野
川
東
津
河
川
公
園

山
口
祇
園
祭
﹇
7
月
20
日
〜
27
日
﹈

場
所
／
八
坂
神
社・竪
小
路・山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
﹇
8
月
6
日
〜
7
日
﹈

場
所
／
山
口
市
中
心
商
店
街・パ
ー
ク
ロ
ー
ド
ほ
か

音
楽
と
花
火
の
夕
べ
　  

﹇
8
月
8
日
﹈

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
内

あ
い
お
え
び
狩
り
世
界
選
手
権
大
会
﹇
8
月
下
旬
﹈

場
所
／
中
道
海
水
浴
場

山
口
ゆ
ら
め
き
回
廊
﹇
9
月
中
旬
〜
10
月
中
旬
﹈

場
所
／
香
山
公
園

岩
戸
神
楽
﹇
10
月
上
旬
﹈

場
所
／
熊
野
神
社

湯
田
温
泉
酒
ま
つ
り
﹇
10
月
上
旬
﹈

場
所
／
井
上
公
園
周
辺

厄
神
舞
﹇
旧
暦
の
10
月
始
の
子
丑
の
日
﹈

場
所
／
須
賀
神
社

長
門
峡
も
み
じ
祭
り
﹇
11
月
３
日
﹈

場
所
／
道
の
駅「
長
門
峡
」

あ
い
お
祭
り
﹇
11
月
第
1
日
曜
日
﹈

場
所
／
秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー・大
海
漁
港
周
辺

浜
村
杯
秋
穂
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
﹇
11
月
第
3
日
曜
日
﹈

場
所
／
秋
穂
中
学
校
周
辺

山
口
天
神
祭
﹇
11
月
23
日
﹈

場
所
／
古
熊
神
社・山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

餅
ひ
ろ
い
世
界
選
手
権
﹇
11
月
23
日
﹈

場
所
／
阿
東
ふ
る
さ
と
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

12
月
、山
口
市
は
ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な
る
。﹇
12
月
﹈

場
所
／
亀
山
公
園・一の
坂
川
周
辺・山
口
市
中
心
商
店
街・新
山
口
駅
周
辺
ほ
か

ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹇
12
月
下
旬
﹈

場
所
／
阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
地
福
分
館
横
駐
車
場

あ
と
う
雪
ま
つ
り
﹇
1
月
下
旬
﹈

場
所
／
十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場

阿
知
須
ひ
な
も
ん
ま
つ
り
﹇
2
月
上
旬
〜
中
旬
﹈

場
所
／
阿
知
須
商
店
街

高
倉
荒
神
祭
﹇
2
月
28
日
﹈

場
所
／
高
倉
荒
神
社
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観
光
ガ
イ
ド

山
口
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

●
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
を
含
む
香
山
公
園一帯
を
ガ
イ
ド（
P
３
〜
４
参
照
）

案
内
地
域
／
香
山
公
園
一
帯

お
申
し
込
み
／
香
山
公
園
入
口
の
東
屋
に
グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

た
ガ
イ
ド
が
待
機
し
て
い
ま
す
。

●
市
内
ど
こ
で
も
ガ
イ
ド

案
内
地
域
／
山
口
市
内
全
域

案
内
時
期
／
年
中
無
休（
要
予
約
）　

料
金
／
無
料

お
申
し
込
み
／
申
込
者
氏
名・住
所・電
話
番
号・人
数・希
望
す
る
ガ
イ
ド

地
域
と
集
合
場
所
を
明
記
の
上
、1
週
間
前
ま
で
に
F
A
X
0
8
3
・

9
2
8・2
0
5
1

お
問
い
合
わ
せ
／
山
口
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

0
8
3・9
2
8・2
0
0
0

や
ま
ぐ
ち
萩
往
還
語
り
部
の
会（
P
13
〜
14
参
照
）

案
内
地
域
／
萩
往
還・石
州
街
道

市
内
交
通
案
内

●
西
の
京
や
ま
ぐ
ち
市
内
交
通
案
内
サ
イ
ト

出
発
地
か
ら
主
な
観
光
地
ま
で
交
通
手
段
ご
と
に
料
金
や

所
要
時
間
を
掲
載
し
て
い
る
サ
イ
ト
で
す
。

●
J
R
お
で
か
け
ネ
ッ
ト

J
R
西
日
本
が
運
営
す
る
鉄
道・観
光
サ
イ
ト
で
す
。時
刻
表・

運
賃・駅・路
線
図
等
の
営
業
情
報
や
西
日
本
各
地
の
観
光

情
報
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

J
R
お
で
か
け
ネ
ッ
ト
　
　
　
　
検
索

●
y
a
h
o
o
!
路
線
情
報

携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
で
鉄
道
や
主
な
バ
ス
の
経
路・時
刻・運
賃

や
駅
情
報
等
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

y
a
hoo
!
路
線
情
報
　
　
　  

検
索

●
山
口
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

吉
敷・湯
田
ル
ー
ト
、大
内
ル
ー
ト
が
あ
り
、中
学
生
以
上
は

一
律
2
0
0
円
で
す
。（
一
部
の
方
を
除
く
）

山
口
市
交
通
政
策
課
0
8
3・9
3
4・2
7
2
9

●
B
U
S
i
t（
バ
ス
イ
ッ
ト
）

市
内
全
域
を
走
行
し
て
い
る
防
長
バ
ス
の
走
行
位
置
等
が

わ
か
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

バ
ス
イ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
検
索

●
く
る
け
ん

市
内
や
山
口
駅
か
ら
萩・防
府
、新
山
口
駅
か
ら
美
祢
方
面

等
の
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
の
走
行

位
置
が
わ
か
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

く
る
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
検
索

●
う
べ
バ
ス
ナ
ビ

新
山
口
駅
か
ら
阿
知
須
・
宇
部
方
面
の
バ
ス
を
運
行
し
て
い

る
宇
部
市
交
通
局
の
時
刻
表
・
接
近
情
報
等
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

う
べ
バ
ス
ナ
ビ
　
　
　
　
　     

検
索

山
口
市
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た
ポ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、ど
こ
で
も
自
転
車
を
貸
出・

返
却
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
／
①
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
②
会

員
登
録
後
、自
転
車
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、利
用
開
始
。

利
用
料
金
／
普
通
自
転
車
／
30
円
15
分（
上
限
7
0
0

円
／
8
時
間
未
満
）、電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
／

1
0
0
円
15
分（
上
限
1
0
0
0
円
／
4
時
間
未
満
）

お
支
払
方
法
／
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
キ
ャ
リ
ア
決
済

ポ
ー
ト
／
香
山
公
園
前
観
光
案
内
所

駐
輪
場
、山
口
駅

駐
輪
場
、湯
田
温
泉
駅
駐
輪
場
、井
上
公
園
、ほ
か
市
内

34
カ
所（
R6
．１
月
末
時
点
）

【中部】P.19・20参照　【南部】P.21・22参照　【北部】P.23・24参照

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

■
福
武
貸
自
転
車（
山
口
駅
前
）

2
時
間
ま
で
／
3
0
0
円（
延
長
1
時
間
ご
と
1
0
0
円
）、1
日
／
7
0
0
円

営
業
時
間
／
9
時
〜
18
時

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
2
2・0
9
1
5

■
山
口
市
菜
香
亭
★

半
日（
4
時
間
未
満
）／
3
0
0
円
、1
日（
4
時
間
以
上
）／
5
0
0
円

（
電
動
自
転
車
、各
1
0
0
円
増
）

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時（
火
曜
日
休
館
）

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
3
4・3
3
1
2

■
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
★

半
日（
4
時
間
未
満
）／
3
0
0
円
、1
日（
4
時
間
以
上
）／
5
0
0
円

（
電
動
自
転
車
、各
1
0
0
円
増
）

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
2
8・3
3
3
3

■
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が
★

半
日（
4
時
間
未
満
）／
3
0
0
円
、1
日（
4
時
間
以
上
）／
5
0
0
円

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時（
月
曜
日
休
館
）

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
2
8・6
6
6
6

■
湯
田
温
泉
観
光
案
内
所

4
時
間
以
内
／
普
通
自
転
車
6
0
0
円（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス

1
0
0
円
）、電
動
自
転
車
1
0
0
0
円（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス
2
0
0

円
）

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
0
1・0
1
5
0

■
新
山
口
駅
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

窓
口
／
駅
レ
ン
タ
カ
ー
新
山
口
営
業
所
、１
日
／
2
3
0
0
円
〜

営
業
時
間
／
8
時
〜
18
時（
年
中
無
休
）

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
7
2・6
3
7
1

★
印
…
３
施
設
間
で
乗
り
捨
て
が
可
能

美
術
館
・
博
物
館
・
資
料
館

花のみどころ
桜
■ 香山公園・瑠璃光寺
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約170本］
■ 重源の郷
　  ［北部／4月初旬～下旬／約900本］
■ 長沢池
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約140本］
■ 一の坂川
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約200本］
■ 大原湖岸
　  ［北部／3月下旬～4月上旬／約600本］
■ 岡山霊廟塔周辺
　  ［南部／3月下旬～4月上旬／約125本］
■ 古熊神社
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約150本］
■ 木戸山
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約300本］
■ 栄山公園
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約150本］
■ 草山公園
　  ［南部／3月下旬～4月上旬／約1,000本］
■ 木戸公園
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約300本］
■ 亀山公園
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約30本］
■ 徳佐八幡宮しだれ桜
　  ※国指定名勝　徳佐（サクラ）
　  ［北部／3月下旬～4月上旬／約300本］

つつじ
■ 亀山公園
　  ［中部／4月下旬～5月上旬／約1,000株］
■ 県庁濠端
　  ［中部／5月中旬／約1,000株］
■ 一の坂川
　  ［中部／4月下旬～5月中旬／約1,000株］

ぼたん
■ 龍蔵寺
　  ［中部／4月下旬～5月初旬／約1,000株］

藤
■ 仁保一貫野地区
　  ［中部／4月下旬～5月上旬］

山芍薬
■ 十種ヶ峰
　  ［北部／4月下旬～5月初旬］

菜の花
■ 八十八ヶ所街道沿
　  ［南部／3月下旬～4月中旬］

菖蒲
■ 棯畑のノハナショウブ自生地
　  ［中部／6月上旬～中旬］

紫陽花
■ 重源の郷
　  ［北部／6月下旬／約5,000株］

はす
■ 源久寺
　  ［中部／7月中旬～8月上旬］

ゆうすげ
■ 船平山
　  ［北部／7月中旬～下旬／約1ha］

紅葉
■ 龍蔵寺
　  ［中部／11月下旬］
■ 木戸公園
　  ［中部／10月下旬～11月下旬］
■ 龍福寺
　  ［中部／11月上旬～下旬］
■ 両足寺
　  ［中部／11月中旬～下旬］
■ 妙見社の大イチョウ
　  ［北部／10月中旬～11月中旬］
■ 滑峡
　  ［北部／10月中旬～11月中旬］
■ 長門峡
　  ［北部／10月下旬～11月中旬］

梅
■ 其中庵
　  ［中部／2月初旬～3月初旬］
■ 香山公園
　  ［中部／2月初旬～3月初旬／約40本］
■ 赤崎神社
　  ［南部／2月初旬～3月初旬］
■ 重源の郷
　  ［北部／2月初旬～3月初旬］

椿
■ 両足寺
　  ［中部／3月／2本］

蛍のみどころ
■ 一の坂川［中部／5月下旬～6月上旬］
■ 宮野ホタルの里［中部／5月下旬～6月中旬］
■ 吉敷川［中部／5月下旬～6月上旬］
■ 四十八瀬川［中部／5月下旬～6月上旬］
■ 佐波川関水［北部／6月中旬］
■ 徳地串一帯［北部／6月中旬］
■ 重源の郷［北部／6月中旬］

山
口
県
立
山
口
博
物
館

理
工・地
学・植
物・動
物・考
古・

歴
史・天
文
に
つ
い
て
の
常
設
展

示
と
、親
子
で
楽
し
め
る
企
画

展
を
夏
に
開
催
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
16
時
30
分

（
入
館
16
時
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・全
館
停
電
日・年
末

年
始・全
館
消
毒
日
他

入
館
料
／
常
設
展
：
一
般

1
5
0
円
、学
生
1
0
0
円
　

企
画
展
：
別
途
に
定
め
た
料
金

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
2
・

0
2
9
4

山
口
県
立
美
術
館

ユ
ニ
ー
ク
な
自
主
企
画
展
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
の
展
覧
会
を
開
催
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
開
館
）・臨
時
休
館
期
間・年

末
年
始

※
特
別
展
開
催
時
の
み
第
１
月

曜
日
開
館

入
館
料
／
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
：
一

般
3
0
0
円
、学
生
2
0
0
円
、

70
歳
以
上・18
歳
以
下
無
料
　
特

別
展
：
別
途
に
定
め
た
料
金

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
5
・

7
7
8
8

山
口
情
報
芸
術

セ
ン
タ
ー﹇
Y
C
A
M
﹈

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
、パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
作
品
の
公

演
な
ど
、最
先
端
の
芸
術
を
体
感
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が

美
術
展
示
、コ
ン
サ
ー
ト
、演
劇

な
ど
、文
化
芸
術
に
関
す
る
発

表・交
流
の
場
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・祝
日
の
翌
日・12
月

29
日
〜
1
月
5
日

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
8
・

6
6
6
6

山
口
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

展
示
室
や
資
料
室
で
の
作
業（
土

器
な
ど
の
接
合
・
復
元
作
業
）を

見
学
で
き
ま
す
。

開
館
時
間
／
8
時
30
分
〜
17
時

休
館
日
／
土
曜
日・日
曜
日・祝

日・年
末
年
始

入
館
料
／
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
3
・

1
0
6
0

中
原
中
也
記
念
館

詩
人
・
中
原
中
也
の
作
品
を
通

し
て
、中
也
の
詩
の
世
界
に
触

れ
ま
せ
ん
か
。

山
口
市
歴
史
民
俗

資
料
館

幕
末
の
長
州
藩
、大
内
氏
と
大

内
文
化
、遺
跡
・
出
土
遺
物
、昔

の
米
作
り
と
農
具
に
関
す
る
資

料
を
展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・年
末
年
始

入
館
料
／
一
般
1
１
0
円
、70
歳

以
上・18
歳
以
下・障
が
い
が
あ
る

方
及
び
同
行
の
介
護
者
は
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
4
・

7
0
0
1

鋳
銭
司
郷
土
館

大
村
益
次
郎
の
遺
品
や
遺
墨
を

中
心
に
、周
防
鋳
銭
司
跡
か
ら

出
土
し
た
遺
物
も
展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）・祝
日
の
翌
日・年
末
年
始

入
館
料
／
一
般
1
１
0
円
、満
70
歳

以
上・満
18
歳
以
下
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
8
6
・

2
3
6
8

山
口
市
小
郡
文
化
資
料
館

俳
人・種
田
山
頭
火
や
彫
刻
家・

河
内
山
賢
祐
の
作
品
な
ど
、郷

土
に
縁
の
深
い
作
品
や
資
料
を

展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
祝
日
で
な
い
翌
日
）・年
末
年
始

入
館
料
／
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
7
3
・

7
0
7
1

瑠
璃
光
寺
資
料
館

五
重
塔
の
骨
組
み
を
紹
介
す
る

１５
分
の
１
模
型
、全
国
の
五
重

塔
５５
基
の
模
型
な
ど
を
展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時

休
館
日
／
年
中
無
休

入
館
料
／
大
人
2
０
０
円
、中・

高
生
1
０
０
円
、小
学
生
5０
円

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
4
・

9
1
3
9

アプリ
ダウンロード
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観
光
ガ
イ
ド

山
口
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

●
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
を
含
む
香
山
公
園一帯
を
ガ
イ
ド（
P
３
〜
４
参
照
）

案
内
地
域
／
香
山
公
園
一
帯

お
申
し
込
み
／
香
山
公
園
入
口
の
東
屋
に
グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

た
ガ
イ
ド
が
待
機
し
て
い
ま
す
。

●
市
内
ど
こ
で
も
ガ
イ
ド

案
内
地
域
／
山
口
市
内
全
域

案
内
時
期
／
年
中
無
休（
要
予
約
）　

料
金
／
無
料

お
申
し
込
み
／
申
込
者
氏
名・住
所・電
話
番
号・人
数・希
望
す
る
ガ
イ
ド

地
域
と
集
合
場
所
を
明
記
の
上
、1
週
間
前
ま
で
に
F
A
X
0
8
3
・

9
2
8・2
0
5
1

お
問
い
合
わ
せ
／
山
口
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

0
8
3・9
2
8・2
0
0
0

や
ま
ぐ
ち
萩
往
還
語
り
部
の
会（
P
13
〜
14
参
照
）

案
内
地
域
／
萩
往
還・石
州
街
道

市
内
交
通
案
内

●
西
の
京
や
ま
ぐ
ち
市
内
交
通
案
内
サ
イ
ト

出
発
地
か
ら
主
な
観
光
地
ま
で
交
通
手
段
ご
と
に
料
金
や

所
要
時
間
を
掲
載
し
て
い
る
サ
イ
ト
で
す
。

●
J
R
お
で
か
け
ネ
ッ
ト

J
R
西
日
本
が
運
営
す
る
鉄
道・観
光
サ
イ
ト
で
す
。時
刻
表・

運
賃・駅・路
線
図
等
の
営
業
情
報
や
西
日
本
各
地
の
観
光

情
報
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

J
R
お
で
か
け
ネ
ッ
ト
　
　
　
　
検
索

●
y
a
h
o
o
!
路
線
情
報

携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
で
鉄
道
や
主
な
バ
ス
の
経
路・時
刻・運
賃

や
駅
情
報
等
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

y
a
hoo
!
路
線
情
報
　
　
　  

検
索

●
山
口
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

吉
敷・湯
田
ル
ー
ト
、大
内
ル
ー
ト
が
あ
り
、中
学
生
以
上
は

一
律
2
0
0
円
で
す
。（
一
部
の
方
を
除
く
）

山
口
市
交
通
政
策
課
0
8
3・9
3
4・2
7
2
9

●
B
U
S
i
t（
バ
ス
イ
ッ
ト
）

市
内
全
域
を
走
行
し
て
い
る
防
長
バ
ス
の
走
行
位
置
等
が

わ
か
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

バ
ス
イ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
検
索

●
く
る
け
ん

市
内
や
山
口
駅
か
ら
萩・防
府
、新
山
口
駅
か
ら
美
祢
方
面

等
の
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
の
走
行

位
置
が
わ
か
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

く
る
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
検
索

●
う
べ
バ
ス
ナ
ビ

新
山
口
駅
か
ら
阿
知
須
・
宇
部
方
面
の
バ
ス
を
運
行
し
て
い

る
宇
部
市
交
通
局
の
時
刻
表
・
接
近
情
報
等
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

う
べ
バ
ス
ナ
ビ
　
　
　
　
　     

検
索

山
口
市
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た
ポ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、ど
こ
で
も
自
転
車
を
貸
出・

返
却
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
／
①
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
②
会

員
登
録
後
、自
転
車
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、利
用
開
始
。

利
用
料
金
／
普
通
自
転
車
／
30
円
15
分（
上
限
7
0
0

円
／
8
時
間
未
満
）、電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
／

1
0
0
円
15
分（
上
限
1
0
0
0
円
／
4
時
間
未
満
）

お
支
払
方
法
／
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
キ
ャ
リ
ア
決
済

ポ
ー
ト
／
香
山
公
園
前
観
光
案
内
所

駐
輪
場
、山
口
駅

駐
輪
場
、湯
田
温
泉
駅
駐
輪
場
、井
上
公
園
、ほ
か
市
内

34
カ
所（
R6
．１
月
末
時
点
）

【中部】P.19・20参照　【南部】P.21・22参照　【北部】P.23・24参照

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

■
福
武
貸
自
転
車（
山
口
駅
前
）

2
時
間
ま
で
／
3
0
0
円（
延
長
1
時
間
ご
と
1
0
0
円
）、1
日
／
7
0
0
円

営
業
時
間
／
9
時
〜
18
時

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
2
2・0
9
1
5

■
山
口
市
菜
香
亭
★

半
日（
4
時
間
未
満
）／
3
0
0
円
、1
日（
4
時
間
以
上
）／
5
0
0
円

（
電
動
自
転
車
、各
1
0
0
円
増
）

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時（
火
曜
日
休
館
）

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
3
4・3
3
1
2

■
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
★

半
日（
4
時
間
未
満
）／
3
0
0
円
、1
日（
4
時
間
以
上
）／
5
0
0
円

（
電
動
自
転
車
、各
1
0
0
円
増
）

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
2
8・3
3
3
3

■
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が
★

半
日（
4
時
間
未
満
）／
3
0
0
円
、1
日（
4
時
間
以
上
）／
5
0
0
円

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時（
月
曜
日
休
館
）

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
2
8・6
6
6
6

■
湯
田
温
泉
観
光
案
内
所

4
時
間
以
内
／
普
通
自
転
車
6
0
0
円（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス

1
0
0
円
）、電
動
自
転
車
1
0
0
0
円（
1
時
間
超
過
ご
と
に
プ
ラ
ス
2
0
0

円
）

営
業
時
間
／
9
時
〜
17
時

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
0
1・0
1
5
0

■
新
山
口
駅
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

窓
口
／
駅
レ
ン
タ
カ
ー
新
山
口
営
業
所
、１
日
／
2
3
0
0
円
〜

営
業
時
間
／
8
時
〜
18
時（
年
中
無
休
）

お
問
い
合
わ
せ
／
0
8
3・9
7
2・6
3
7
1

★
印
…
３
施
設
間
で
乗
り
捨
て
が
可
能

美
術
館
・
博
物
館
・
資
料
館

花のみどころ
桜
■ 香山公園・瑠璃光寺
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約170本］
■ 重源の郷
　  ［北部／4月初旬～下旬／約900本］
■ 長沢池
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約140本］
■ 一の坂川
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約200本］
■ 大原湖岸
　  ［北部／3月下旬～4月上旬／約600本］
■ 岡山霊廟塔周辺
　  ［南部／3月下旬～4月上旬／約125本］
■ 古熊神社
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約150本］
■ 木戸山
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約300本］
■ 栄山公園
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約150本］
■ 草山公園
　  ［南部／3月下旬～4月上旬／約1,000本］
■ 木戸公園
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約300本］
■ 亀山公園
　  ［中部／3月下旬～4月上旬／約30本］
■ 徳佐八幡宮しだれ桜
　  ※国指定名勝　徳佐（サクラ）
　  ［北部／3月下旬～4月上旬／約300本］

つつじ
■ 亀山公園
　  ［中部／4月下旬～5月上旬／約1,000株］
■ 県庁濠端
　  ［中部／5月中旬／約1,000株］
■ 一の坂川
　  ［中部／4月下旬～5月中旬／約1,000株］

ぼたん
■ 龍蔵寺
　  ［中部／4月下旬～5月初旬／約1,000株］

藤
■ 仁保一貫野地区
　  ［中部／4月下旬～5月上旬］

山芍薬
■ 十種ヶ峰
　  ［北部／4月下旬～5月初旬］

菜の花
■ 八十八ヶ所街道沿
　  ［南部／3月下旬～4月中旬］

菖蒲
■ 棯畑のノハナショウブ自生地
　  ［中部／6月上旬～中旬］

紫陽花
■ 重源の郷
　  ［北部／6月下旬／約5,000株］

はす
■ 源久寺
　  ［中部／7月中旬～8月上旬］

ゆうすげ
■ 船平山
　  ［北部／7月中旬～下旬／約1ha］

紅葉
■ 龍蔵寺
　  ［中部／11月下旬］
■ 木戸公園
　  ［中部／10月下旬～11月下旬］
■ 龍福寺
　  ［中部／11月上旬～下旬］
■ 両足寺
　  ［中部／11月中旬～下旬］
■ 妙見社の大イチョウ
　  ［北部／10月中旬～11月中旬］
■ 滑峡
　  ［北部／10月中旬～11月中旬］
■ 長門峡
　  ［北部／10月下旬～11月中旬］

梅
■ 其中庵
　  ［中部／2月初旬～3月初旬］
■ 香山公園
　  ［中部／2月初旬～3月初旬／約40本］
■ 赤崎神社
　  ［南部／2月初旬～3月初旬］
■ 重源の郷
　  ［北部／2月初旬～3月初旬］

椿
■ 両足寺
　  ［中部／3月／2本］

蛍のみどころ
■ 一の坂川［中部／5月下旬～6月上旬］
■ 宮野ホタルの里［中部／5月下旬～6月中旬］
■ 吉敷川［中部／5月下旬～6月上旬］
■ 四十八瀬川［中部／5月下旬～6月上旬］
■ 佐波川関水［北部／6月中旬］
■ 徳地串一帯［北部／6月中旬］
■ 重源の郷［北部／6月中旬］

山
口
県
立
山
口
博
物
館

理
工・地
学・植
物・動
物・考
古・

歴
史・天
文
に
つ
い
て
の
常
設
展

示
と
、親
子
で
楽
し
め
る
企
画

展
を
夏
に
開
催
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
16
時
30
分

（
入
館
16
時
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・全
館
停
電
日・年
末

年
始・全
館
消
毒
日
他

入
館
料
／
常
設
展
：
一
般

1
5
0
円
、学
生
1
0
0
円
　

企
画
展
：
別
途
に
定
め
た
料
金

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
2
・

0
2
9
4

山
口
県
立
美
術
館

ユ
ニ
ー
ク
な
自
主
企
画
展
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
の
展
覧
会
を
開
催
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
開
館
）・臨
時
休
館
期
間・年

末
年
始

※
特
別
展
開
催
時
の
み
第
１
月

曜
日
開
館

入
館
料
／
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
：
一

般
3
0
0
円
、学
生
2
0
0
円
、

70
歳
以
上・18
歳
以
下
無
料
　
特

別
展
：
別
途
に
定
め
た
料
金

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
5
・

7
7
8
8

山
口
情
報
芸
術

セ
ン
タ
ー﹇
Y
C
A
M
﹈

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
、パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
作
品
の
公

演
な
ど
、最
先
端
の
芸
術
を
体
感
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が

美
術
展
示
、コ
ン
サ
ー
ト
、演
劇

な
ど
、文
化
芸
術
に
関
す
る
発

表・交
流
の
場
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・祝
日
の
翌
日・12
月

29
日
〜
1
月
5
日

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
8
・

6
6
6
6

山
口
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

展
示
室
や
資
料
室
で
の
作
業（
土

器
な
ど
の
接
合
・
復
元
作
業
）を

見
学
で
き
ま
す
。

開
館
時
間
／
8
時
30
分
〜
17
時

休
館
日
／
土
曜
日・日
曜
日・祝

日・年
末
年
始

入
館
料
／
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
3
・

1
0
6
0

中
原
中
也
記
念
館

詩
人
・
中
原
中
也
の
作
品
を
通

し
て
、中
也
の
詩
の
世
界
に
触

れ
ま
せ
ん
か
。

山
口
市
歴
史
民
俗

資
料
館

幕
末
の
長
州
藩
、大
内
氏
と
大

内
文
化
、遺
跡
・
出
土
遺
物
、昔

の
米
作
り
と
農
具
に
関
す
る
資

料
を
展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・年
末
年
始

入
館
料
／
一
般
1
１
0
円
、70
歳

以
上・18
歳
以
下・障
が
い
が
あ
る

方
及
び
同
行
の
介
護
者
は
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
4
・

7
0
0
1

鋳
銭
司
郷
土
館

大
村
益
次
郎
の
遺
品
や
遺
墨
を

中
心
に
、周
防
鋳
銭
司
跡
か
ら

出
土
し
た
遺
物
も
展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）・祝
日
の
翌
日・年
末
年
始

入
館
料
／
一
般
1
１
0
円
、満
70
歳

以
上・満
18
歳
以
下
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
8
6
・

2
3
6
8

山
口
市
小
郡
文
化
資
料
館

俳
人・種
田
山
頭
火
や
彫
刻
家・

河
内
山
賢
祐
の
作
品
な
ど
、郷

土
に
縁
の
深
い
作
品
や
資
料
を

展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
祝
日
で
な
い
翌
日
）・年
末
年
始

入
館
料
／
無
料

T
E
L
／
0
8
3
・
9
7
3
・

7
0
7
1

瑠
璃
光
寺
資
料
館

五
重
塔
の
骨
組
み
を
紹
介
す
る

１５
分
の
１
模
型
、全
国
の
五
重

塔
５５
基
の
模
型
な
ど
を
展
示
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時

休
館
日
／
年
中
無
休

入
館
料
／
大
人
2
０
０
円
、中・

高
生
1
０
０
円
、小
学
生
5０
円

T
E
L
／
0
8
3
・
9
2
4
・

9
1
3
9

アプリ
ダウンロード
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湯田温泉
スマートIC

湯田温泉スマートIC

JR山口線

長門市



湯田温泉
スマートIC

湯田温泉スマートIC

JR山口線

長門市
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【山口観光コンベンション協会】
所在地／山口市惣太夫町2-1（山口駅2階）

TEL／083-933-0088
FAX／083-933-0089

Eメール／info@yamaguchi-city.jp

【山口観光コンベンション協会 秋穂支部】
所在地／山口市秋穂東6570番地

TEL／083-984-3741

【山口観光コンベンション協会 徳地支部】
所在地／山口市徳地八坂652
TEL／080-2916-8878

Eメール／tokudi2005@yahoo.co.jp
http://www.tokudi-kankou.jp/

【NPOあとう】
所在地／山口市阿東徳佐中3628

TEL／083-956-2526
FAX／083-956-2527

Eメール／npo-ato@c-able.ne.jp
http://www.ato-kankou.org/

【湯田温泉旅館協同組合】
所在地／山口市湯田温泉6-6-53

TEL／083-920-3000
Eメール／yudaspa@c-able.ne.jp
http://www.yudaonsen.com/

【山口市観光交流課】
所在地／山口市亀山町2-1
TEL／083-934-2810
FAX／083-934-2649

Eメール／kanko@city.yamaguchi.lg.jp
https://www.city.yamaguchi.lg.jp/

山口市観光情報サイト 西の京やまぐち

 http://yamaguchi-city. jp/

湯 田温泉のことなら 湯田温泉　狐の足あと

 http://www.yuda-onsen. jp/

【新山口駅観光交流センター】
所在地／山口市小郡令和1丁目2-6

営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休
TEL／083-902-0037

【新山口駅南口観光案内所】
所在地／山口市小郡令和1丁目2-1
（新山口駅新幹線口2階）
営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休
TEL／083-972-6373

【山口観光案内所】
所在地／山口市惣太夫町2-1

（山口駅1階）
営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休

TEL・FAX／083-933-0090

【湯田温泉観光案内所】
所在地／山口市湯田温泉2丁目1-23

営業時間／9：00～18：00
休業日／年中無休
TEL／083-901-0150
FAX／083-901-0151

【香山公園前観光案内所】
所在地／山口市香山町6-11
営業時間／9：00～18：00
休業日／ 年中無休
TEL／083-934-6630
FAX／083-934-6629

湯田温泉観光回遊拠点施設
【狐の足あと】

所在地／山口市湯田温泉2-1-3
営業時間／8：00～22：00
休業日／ 年中無休
TEL／083-921-8818


